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元気いっぱいコーナー もうすぐ１歳元気いっぱいコーナー もうすぐ１歳（2月生まれ）（2月生まれ）

4月中に１歳になるお子さんの顔写真等
を広報誌に掲載しませんか？
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１
月
８
日（
日
）、
令
和
５
年
揖
斐
川
町
二
十

歳
の
集
い（
旧
成
人
式
）
が
揖
斐
川
町
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
４
月
、
民
法
の
一
部
改
正
施
行
に

よ
り「
成
人
」
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
町
で
は
二
十
歳
を
式
典
の
対
象
と

し
ま
し
た
。
対
象
と
な
ら
れ
た
方
は
２
１
１
人

で
、
そ
の
中
の
10
人
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

名
称
の
決
定
な
ど
昨
年
８
月
か
ら
話
し
合
い
を

重
ね
、
今
年
の
式
典
テ
ー
マ『
飛
翔
～
感
謝
を

胸
に
～
』
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分

の
行
動
や
言
葉
の
一
語
一
句
す
べ
て
が
自
分
の

責
任
と
し
て
返
っ
て
き
ま
す
。ま
た
、人
と
し
て
、

社
会
人
と
し
て
の
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル

を
守
り
、
そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
自
分
が
ど
う

行
動
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
、
責
任
を
持
っ
た

大
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
こ
の

テ
ー
マ
を
決
め
、
一
生
に
一
度
の
記
念
と
な
る

二
十
歳
の
集
い
を
企
画
・
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
実
行
委
員
の
浅
野
紗
暉
さ
ん
と

木
戸
康
暉
さ
ん
か
ら「
こ
れ
ま
で
の
人
生
、
関

わ
っ
た
様
々
な
方
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
こ
れ
か

ら
も
社
会
の
一
人
と
し
て
、
こ
の
先
の
未
来
に

向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た

い
」
と
、
誓
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
次
回
二
十
歳
の
集
い
を
迎
え
る
方
も

19
歳
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
式
典
の
進
行

補
助
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
再
会
を
し
た
仲
間
や

先
生
と
、
昔
を
懐
か
し
ん
だ
り
、
現
状
の
報
告

を
し
た
り
と
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

～次世代を担う揖斐川町の若者が、仲間と共に喜びと志を胸に～～次世代を担う揖斐川町の若者が、仲間と共に喜びと志を胸に～

令和5年令和5年  揖斐川町二十歳の集い 揖斐川町二十歳の集い 開催開催

開式のことば

作文朗読

会場の様子

タイムカプセル開封

恩師のことば記念品贈呈

誓いのことば

テーマテーマ『飛翔～感謝を胸に～』『飛翔～感謝を胸に～』

閉式のことば
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委　員　木
き
戸
ど
　康
こう
暉
き
さん（揖斐川）　細

ほそ
野
の
　隼
しゅん
佑
すけ
さん（北和）

　　　　高
たか
橋
はし
　拓
たく
海
み
さん（揖斐川）　細

ほそ
野
の
　凌
りょう
佑
すけ
さん（北和）

　　　　波
は
賀
が
野
の
一
いづ
琉
る
さん（揖斐川）　浅

あさ
野
の
　紗

さ
暉
き
さん（谷汲）

　　　　堀
ほり
　　昴

こう
雅
が
さん（揖斐川）　竹

たけ
中
なか
　皓
こう
紀
き
さん（谷汲）

　　　　香
こう
田
だ
　恵

え
李
り
さん（北和）　　松

まつ
野
の
　有

ゆ
希
き
さん（谷汲）

ご協力ありがとうございました。

二十歳の皆さまが志を高くもたれ、今後益々ご活躍されることを祈念します。

企画・運営を行った
実行委員会の皆さんです

揖斐川町二十歳の集い開催
今月の
特集
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12
月
９
日（
金
）、
大
和
小
学
校
に
お
い

て
、
同
小
学
校
О
Ｂ
の
デ
フ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

日
本
代
表
の
高
橋
竜
一
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
先
輩
に
学
ぶ
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

デ
フ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
は
聴
覚
障
が
い
者

に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
こ
と
で
、
先

天
性
の
感
音
性
難
聴
の
高
橋
さ
ん
は
、
現
在

デ
フ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
日
本
代
表
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
め
に
高
橋
さ
ん
か
ら
聴
覚
障
が
い
に
つ

い
て
講
話
が
あ
り
、
児
童
は
高
橋
さ
ん
の
話

を
真
剣
に
聞
き
、「
障
が
い
に
つ
い
て
学
ぶ
良

い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
体
験
が
行
わ
れ
、

体
験
し
た
児
童
は
、「
実
際
に
見
る
バ
レ
ー
は

迫
力
が
あ
っ
た
」
と
興
奮
し
た
様
子
で
し
た
。

２
０
２
５
年
に
は「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

が
日
本
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
お

り
、
高
橋
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

谷
汲
名
礼
の
Ｎ
Ｐ
О
法
人「
揖
斐
川
町
外

国
人
介
護
人
材
受
入
地
域
推
進
協
議
会
」が
、

出
入
国
在
留
管
理
庁
か
ら
登
録
支
援
機
関
に

認
め
ら
れ
た
と
し
て
、
12
月
14
日（
水
）
に

岡
部
町
長
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
令
和
３
年
12
月
21
日
に
設

立
さ
れ
、
今
後
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生
の

監
理
事
業
を
行
う
愛
知
商
工
連
盟
協
同
組
合

と
協
力
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

な
ど
計
７
か
国
か
ら
人
材
を
受
け
入
れ
、
外

国
人
労
働
者
の
橋
渡
し
を
行
い
ま
す
。

高
橋
業
務
執
行
理
事
は
「
人
材
の
確
保
に

努
め
、
介
護
、
農
業
、
建
設
業
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
労
働
力
不
足
を
少
し
で
も
解

消
で
き
れ
ば
」
と
話
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
岡

部
町
長
は
「
こ
う
し
た
組
織
が
揖
斐
川
町
に

で
き
た
の
は
心
強
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大
和
小
学
校 

先
輩
に
学
ぶ
会

デ
フ
バ
レ
ー
日
本
代
表 

高た
か

橋は
し

竜り
ゅ
う

一い
ち
さ
ん▲高橋さん（右）とバレーボールを体験する児童

11
月
28
日（
月
）、
木
曽
川
上
流
河
川
事
務

所
に
お
い
て
、
河
川
管
理
施
設
の
適
正
な
操

作
・
管
理
に
従
事
し
た
と
し
て
、
揖
斐
川
に

あ
る
樋
管
の
管
理
人
２
名
に
、
同
事
務
所
板

垣
所
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

樋
管
と
は
、
水
路
に
集
ま
っ
た
雨
水
が
揖

斐
川
に
合
流
す
る
際
に
通
る
堤
防
内
に
あ
る

水
路
の
こ
と
で
、
町
内
に
７
か
所
あ
り
ま
す
。

大
雨
な
ど
で
揖
斐
川
が
増
水
し
た
際
、
水
路

へ
の
逆
流
を
防
ぐ
ゲ
ー
ト
の
点
検
や
操
作
を

そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
人
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
中
部
地
方
整
備
局
長
表
彰

　

井
ノ
口
排
水
樋
管

　
　

宗そ
う

宮み
や

信の
ぶ

行ゆ
き

さ
ん（
房
島
）

○
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
長
表
彰

　

浜
下
排
水
樋
管

　
　

細ほ
そ

野の

直な
お

行ゆ
き

さ
ん（
小
島
）

冠
山
峠
道
路
事
業
等
の
推
進
を

国
へ
要
望
し
ま
し
た

排
水
樋
管
の
管
理
に
永
年
従
事
さ
れ

た
と
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た▲表彰を受けた宗宮さん（左）、細野さん（右）

揖
斐
川
町
外
国
人
介
護
人
材
受
入

地
域
推
進
協
議
会
が
登
録
支
援
機
関

に
登
録
さ
れ
ま
し
た

▲認定を報告した揖斐川町外国人介護人材受入
　地域推進協議会　高

たか
橋
はし
元
もと
之
ゆき
業務執行理事（右）

11
月
24
日（
木
）、
岡
部
町
長
、
大
西
町
議

会
議
長
が
、
国
土
交
通
省
、
財
務
省
、
林
野

庁
、
総
務
省
お
よ
び
地
元
選
出
国
会
議
員
へ

要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
要
望
内
容
】
冠
山
峠
道
路
・
越
美
山
系
砂

防
事
業
・
揖
斐
川
堤
防
整
備
事
業
・
木
曽
川

水
系
連
絡
導
水
路
事
業
・
治
山
事
業
・
林
道

事
業
な
ど
公
共
事
業
の
予
算
確
保
・
事
業
推

進
、
お
よ
び
冠
山
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の
携
帯
電

話
不
感
地
域
の
解
消

【
主
な
要
望
先
】
豊
田
国
土
交
通
副
大
臣
／

金
子
財
務
大
臣
政
務
官
／
柘
植
総
務
副
大
臣

／
小
坂
森
林
整
備
部
長
／
棚
橋
衆
議
院
議
員

／
大
野
参
議
院
議
員
／
渡
辺
参
議
院
議
員

【国土交通省】豊田国土交通副大臣
（写真右）へ要望書を手渡す岡部町
長、大西町議会議長

【財務省】金子財務大臣政務官（写
真右から2番目）へ要望書を手渡す
岡部町長、大西町議会議長

【総務省】柘植総務副大臣（写真左
から2番目）へ要望書を手渡す岡部
町長、大西町議会議長

【林野庁】小坂森林整備部長（写真
左から2番目）へ要望書を手渡す岡
部町長、大西町議会議長
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◆岐阜県知事表彰
◇永年勤続功労章…………………１人
分 団 長　　所　　信也（坂上）
◇勤続功労章………………………３人
分 団 長　　磯川　龍二（横蔵）
団　　員　　宗宮　孝臣（本部員）
団　　員　　広瀬　利和（坂内）
◇功労章……………………………９人
部　　長　　藤田　博正（中央）
部　　長　　林　　将史（本部員）
班　　長　　前川　政美（本部員）
団　　員　　小寺　義仁（中央）
団　　員　　所　　尊綱（六合）
団　　員　　森　　範行（六合）
団　　員　　加納　和貴（本部員）
団　　員　　國枝　将弘（坂上）
団　　員　　髙橋　康弘（本部員）
◇消防団員優秀家族賞……………15人

◆岐阜県消防協会長表彰
◇勤労章【20年】……………………16人
副 団 長　　長柄　秀幸（本部）
分 団 長　　髙橋　昌秀（小島）
分 団 長　　小寺　寿直（中央）
分 団 長　　森本　実義（北方）
副分団長　　藤原　昌人（中央）
班　　長　　前川　政美（本部員）
班　　長　　松居　佑樹（本部員）
班　　長　　杉山　靖司（久瀬）

団　　員　　中西　英之（六合）
団　　員　　神谷　秀一（本部員）
団　　員　　高橋　雅和（久瀬）
団　　員　　小森　成裕（本部員）
団　　員　　山本　大貴（本部員）
団　　員　　林　　大樹（六合）
団　　員　　所　　栄智（坂上）
団　　員　　原　　武弘（本部員）
◇勤労章【15年】……………………13人
部　　長　　田中　宏英（坂下）
部　　長　　鈴木　啓志（大深）
班　　長　　矢野　勇次（坂内）
班　　長　　岩井　健　（小島）
班　　長　　川村　庄治（中央）
班　　長　　藤原　賢直（中央）
団　　員　　中村　憲治（徳積）
団　　員　　田口　龍治（美束）
団　　員　　國枝　優樹（坂上）
団　　員　　國枝　伸弥（坂下）
団　　員　　山岸慎太郎（大深）
団　　員　　所　　大樹（坂上）
団　　員　　細野　貴正（本部員）
◇功績章……………………………21人

◆揖斐郡消防協会長表彰
◇功労章……………………………17人
◇勤労章……………………………20人
◇功績章……………………………21人

◆町長表彰
◇町長特別功労章…………………15人
副分団長　　横幕　真樹（大和）
副分団長　　伊藤　幸裕（清水）
副分団長　　森本　利克（横蔵）
部　　長　　森本　栄二（北方）
部　　長　　高橋　宗宏（𦙾永）
部　　長　　林　　泰孝（揖斐）
班　　長　　青木　貴嗣（徳積）
班　　長　　國枝　晃臣（坂下）
班　　長　　小椋　秀樹（坂下）
班　　長　　小寺　徹　（中央）
団　　員　　藤原伸太郎（中央）
団　　員　　野原　悠平（本部員）
団　　員　　石原　明紀（坂上）
団　　員　　小倉　栄次（久瀬）
団　　員　　野原　祐二（本部員）

◇功労章（消防団）…………………22人
◇功労章（女性防火）………………８人

◆団長表彰…………………………26人

◆岐阜県女性防火クラブ協議会
　　　　　　　　　　会長表彰…５人

◆女性防火クラブ会長表彰………２人

消 防 功 労 者 表 彰 【順不同・敬称略】

令
和
５
年
揖
斐
川
町
消
防
出
初
式

～
防
火
防
災
の
意
識
を
高
め
、

　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
～

１
月
８
日（
日
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
、
令
和
５
年
揖
斐
川
町
消
防
出
初

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
関
係
者
約
５
０
０
人
が
集

ま
っ
た
出
初
式
で
は
、
分
列
行
進
や
観
閲
、

機
械
器
具
点
検
が
披
露
さ
れ
、
防
火
防
災
へ

の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
団
長
訓
示
の
ほ
か
、
功
労
者

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▲出初式の様子

あ
た
た
か
い
善
意

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

12
月
12
日（
月
）、

明
治
安
田
生
命
保
険

相
互
会
社
岐
阜
支
社

よ
り
、
健
康
増
進
事

業
推
進
の
た
め
に
、

寄
附
金
30
万
５
千
円

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

◆第11回U15クラブバスケット
　ボールゲームス　出場
　MJバスケットボールクラブ所属
　服
はっとり
部　花

かのん
音さん（揖斐川中学校３年）

12
月
26
日（
月
）、

ハ
ー
ト
ピ
ア
谷
汲
の

杜
か
ら
、
施
設
利
用

者
や
そ
の
保
護
者
、

職
員
で
制
作
さ
れ
た

門
松
を
、
役
場
庁
舎

の
正
月
飾
り
と
し
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「
令
和
４
年
度
岐
阜
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
研
究
大
会
」
に
お
い
て
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
の
山や
ま

口ぐ
ち

恵え

美み

さ
ん（
坂
内
坂
本
）
が
、

岐
阜
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
功

労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
山
口
さ
ん
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
活
動

さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

進
に
貢
献
さ
れ
た
功
労
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

受
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

環
境
保
全
を
テ
ー
マ
に
パ
ッ
カ
ー
車（
ご

み
収
集
車
）
の
車
体
を
飾
る
絵
画
作
品
を

募
っ
た「
走
れ
エ
コ
パ
ッ
カ
ー
車
事
業
の
入

賞
作
品
表
彰
式
、展
示
会
」
が
、ア
ー
ス
デ
イ・

い
び
が
わ
イ
ベ
ン
ト
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
主
催
で
行
わ
れ
た
こ
の
事
業
に

は
、
幼
児
園
か
ら
中
学
校
ま
で
の
児
童
生
徒

か
ら
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
12
作
品
の
入
賞

が
決
定
し
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
㈲
揖
斐
川
清
掃
の
ご
協
力

に
よ
り
、
パ
ッ
カ
ー
車
に
描
か
れ
ま
し
た
。

パ
ッ
カ
ー
車
を
見
ら
れ
た
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
賞
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

高た
か
は
し橋　

心こ

春あ

さ
ん
（
た
に
ぐ
み
幼
児
園
年
長
）

鵜う

か

い飼　

綾あ
や

菜な

さ
ん
（
揖
斐
幼
稚
園
年
長
）

野の

は

ら原　

碧あ
お

巴と

さ
ん
（
養
基
小
学
校
１
年
）

岸き
し　
　

子こ

珠た
ま

さ
ん
（
大
和
小
学
校
１
年
）

鵜う

か

い飼
み
つ
る
さ
ん
（
大
和
小
学
校
２
年
）

牛う
し
じ
ま嶋　

真ま

唯い

さ
ん
（
揖
斐
小
学
校
２
年
）

内な
い
と
う藤　

心こ
こ

愛あ

さ
ん
（
谷
汲
小
学
校
２
年
）

市い
ち

川か
わ　

心こ

音の
ん

さ
ん
（
揖
斐
小
学
校
３
年
）

野の

は

ら原　

叶と

惺あ

さ
ん
（
養
基
小
学
校
４
年
）

牛う
し
じ
ま嶋
美み

い

な

衣
奈
さ
ん
（
揖
斐
小
学
校
４
年
）

市い
ち
か
わ川　

璃り

お

ん音
さ
ん
（
揖
斐
小
学
校
６
年
）

岸き
し　
　

里り

帆ほ

さ
ん
（
北
和
中
学
校
３
年
）

岐
阜
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

功
労
者
表
彰

走
れ
エ
コ
パ
ッ
カ
ー
車
事
業

入
賞
作
品
の
発
表

▲表彰を受けた山口さん

◀
▶
入
賞
作
品
が
描
か
れ
た
パ
ッ
カ
ー
車

揖
斐
川
町
役
場
公
室
で
、
自
衛
官
募
集
相

談
員
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
に
選
ば
れ
た

の
は
牧ま
き

村む
ら

幸み
ゆ
き

さ
ん（
三
輪
）
で
、
岡
部
町
長

お
よ
び
自
衛
隊
岐
阜
地
方
協
力
本
部
の
井
口

本
部
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
は
自
衛
官
志
願
者
に

関
す
る
情
報
の
提
供
、
自
衛
官
募
集
の
た
め

の
広
報
活
動
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
任
期
は
２
年
で
、
牧
村
さ
ん
に
は

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
、
募
集
相

談
員
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員

委
嘱
式

▲相談員に委嘱された牧村さん（中央）
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揖斐川町立図書館（いびがわ・谷汲・坂内図書館）
代表連絡先：いびがわ図書館（揖斐川町上南方 27-9）
　　　　　　電話 : 22-0219 ファックス : 22-0999
E - m a i l：tosho@town.ibigawa.lg.jp
休 館 日：毎週月曜日、
　　　　　　祝日の翌日等（２月 14 日、24 日）

いびがわ、谷汲、坂内図書館で所蔵している本は
3館のどこからでも借りることができます。

2月の行事 2月の行事 休館日休館日

昭和63年に杉山茂夫様から久瀬小学校への教育
のためにいただいた寄附金をこのたび、ご遺族の意
向で町立図書館の本の購入費用として使わせていた
だくこととなりました。
今年は、約500冊の本を購入させていただきま
した。
いびがわ図書館では、「杉山文庫」として、今後も
児童書の購入に活用させていただきます。

※図書館の行事や展示は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止とする場合があります。

KAPLA検定にちょうせん！
▶日時　毎週土曜日　13:00 ～

おはなし会
【いびがわ図書館】
▶日時　2月  4日（土）10:30～
　　　　※会場　地域交流センターはなもも
　　　　
　　　　2月18日（土）10:30～

寄附金購入図書について

KAPLA作品コンテストKAPLA作品コンテスト
参加者募集！参加者募集！

交流センターまつりへの出
張図書館企画として、KAPLA
作品コンテストを行います。個
性あふれるあなただけの作品
を作ってください。当日は、時
間までに会場に集合していた
だき、作品を作ります。各部の
入賞者３組には木製景品を準
備しています。

▶日にち　２月４日（土）
▶場　所　地域交流センター２階
▶時　間　13:00 ～ 14:30　（小学生以下の部）
　　　　　14:30 ～ 16:00　（小学生以上の部）
▶定　員　各部 10 名　※事前予約が必要です。
▶事前予約先　いびがわ図書館　※受付中

おはなし会会場変更おはなし会会場変更
のの

お知らせお知らせ
今月のおはなし会は一部日時と場
所を変更して行います。

▶日時　２月４日（土）10:30 ～
▶場所　地域交流センターはなもも
　　　　１階　和室
▶日時　２月５日（日）14:30 ～
▶場所　地域交流センターはなもも
　　　　2 階　会議室２

交流センターまつりと同時開催で
す。親子でぜひお越しください。

▲杉山文庫
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令和４年度　あったかい言葉・標語　50撰
　揖斐川町青少年育成町民会議の取り組みで、小・中学生、高校生、住民の方にあったかい言葉と標語作品の募
集をしました。
　応募総数1,761作品の中から50作品を選出しましたので、複数回に分けて紹介していきます。今回は、小学生が
作成した作品を紹介します。

北方小学校１年 つかやま　あさとさん 「がんばって」
にゅういんたいへんだけどぼくもがんばるよ　おかあさんもがんばってね

揖斐小学校１年 しばた　りこさん 「ありがとう」
おかあさんが、おしごとのときおとうさんと、カレーをつくったら「おいしい」といっ
てくれてうれしかったです。

揖斐小学校１年 さいとう　かほさん 「だいすきだよ」
まいにちよるねるまえに、おふとんのなかでママがだいすきだよといってくれるのがう
れしいです。

谷汲小学校１年 いしはら　ゆずきさん 「ありがとうだいすきだよ」
おてつだいをしたらおかあさんが「ありがとう。だいすき」といって、ぎゅっとしてく
れてうれしかった。

北方小学校 2年 まつ本
もと
　ゆうまさん となりのおばあちゃんに大きなこえであいさつをしたら、「元気がいいなー。ゆうまの

こえきくと元気がもらえるわ」と言ってくれました。これからもたくさんあいさつしよ
うと思います。

大和小学校 2年 春
はる
山
やま
　陽

ひ
向
なた
さん ぼくがたん生日の時、おかあさんが、生まれてきてくれてありがとうと言ってくれたこ

とが、うれしかったです。

揖斐小学校 2年 木
き
村
むら
　ゆうまさん 「おいしいよ」

ぼくがつくったみそしるをたべたときおかあさんが、おいしいよと言ってくれて、あっ
たかくなりました。

養基小学校 2年 くぼ田
た
　ゆう大

だい
さん 「いただきます、ごちそうさま」

いつもおいしいごはんをつくってくれてありがとう。にがてなものもがんばってたべます。

揖斐小学校 3年 小
こ
森
もり
　あい七

な
さん お母さんに「あいなは、いつも言われなくてもお手伝いしてくれるから本当に助かる

わありがとうこれからもお手伝いよろしくね」と言ってくれたのでこれからもたくさん
のお手伝いをしたいです。

清水小学校 3年 むとう　ふうなさん 「おかえり」
サポーターさんはいつもみんなに「おかえり」と言ってくれてうれしくなりました。わ
たしはそれにつづけて「ただいま、サポーターさんおねがいします」とかえしたらサポー
ターさんがわらってくれました。その時にわたしはえがおになりました。

小島小学校 3年 井
い
口
ぐち
　翔
しょう
太
た
さん 「楽しんできてね」

スイミングのテストの日、やっぱりきんちょうしてしまった。でもお母さんが「楽しん
できてね」と言った。そしたらきんちょうがとんでいった。

養基小学校 3年 野
の
原
はら
　百

も
朔
も
さん 「うちのまごみたいでうれしい」

お父さんが小さいころからお世話になっている近所の人がいる。いつもやさしくしてくれ
て家にあそびに行ったりするといつも笑顔でむかえてくれる。そんな近所の人が大好きで
帰りたくないとわがままを言ってしまう。お母さんがいつもすいませんと言うと「うちの
まごみたいでうれしいよ。」と言ってくれたときいてわたしもうれしかった。

大和小学校 4年 𣘺
はし
本
もと
　凛
りん
さん 「上手だね」

ピアノが上手にひけた時やなわとびが上手にとべた時、習字やノートにかいた字が上
手く書けた時に家族や友達が「上手」と言ってくれました。うれしい気持ちになれた
上に、今まで努力してきて良かったと思えました。

春日小学校 4年 田
た
口
ぐち
　こはる子

こ
さん ねる時、みんなに「おやすみ。」と言う。あたりまえにみんな「おやすみ。」と返事をし

てくれる。いつもあまりしゃべらないお父さんやお兄さんも、返事をしてくれてあたり
まえでもおやすみだけでもうれしかった。

養基小学校 4年 飯
いい
田
だ
　琉
りゅう
翔
と
さん 夏休みの児童クラブに持って行くお弁当。毎日朝早おきして、お母さんが作ってくれる。

とてもステキなお弁当。お仕事で忙しいのに毎日作ってくれてありがとう。世界一お
いしくてぼくの元気のもとだよ。

養基小学校 4年 岡
おか
崎
ざき
　碧

み
怜
らい
さん 「いってらっしゃい」

朝、元気じゃないとき、地いきの人が「いってらっしゃい」と言ってくれる。わたしは
元気に学校に行けた。心がぽかぽかしてうれしかった。

揖斐小学校 5年 牛
うし
越
こし
　美

み
芙
ふ
さん 「いつもありがとう　これからもよろしくね」

いつも私がお風呂そうじやげた箱そうじをした後に、お父さんやお母さんが「いつも
ありがとう。これからもよろしくね。」と言ってくれます。これを聞くと明日からもそ
うじをがんばろうと思えます。とてもうれしいです。
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町
で
は
青
年
・
成
人
講
座
と
し
て
、
各
種

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
教
室

①
ス
ポ
ー
ツ
指
導
学
び
塾

ス
ポ
ー
ツ
環
境
が
変
化
す
る
現
状
に
、
指

導
者
や
保
護
者
が
活
動
を
通
じ
て
必
要
と
す

る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

認
知
症
の
理
解
、
知
識
を
深
め
て
誰
か
の

支
え
の
一
つ
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

③
大
人
の
た
め
の
運
動
教
室

運
動
不
足
を
解
消
し
て
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
と
共
に
自
身
の
体
と
向
き
合
い
ま
し
ょ

う
。

④
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

専
用
絵
具
で
型
紙
を
使
用
し
、
コ
ッ
プ
な

ど
に
自
由
に
描
き
ま
す
。
絵
心
が
な
い
と
不

安
な
方
で
も
取
り
組
め
ま
す
。
創
作
意
欲
の

向
上
に
つ
な
が
る
楽
し
み
が
見
つ
か
る
か

も
？

■
募
集
期
間

２
月
６
日
（
月
）
～
２
月
17
日
（
金
）

※
土
日
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時
30
分

■
申
込
方
法

左
記
ま
で
お
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※�

感
染
の
状
況
や
警
報
等
発
令
の
場
合
は
延

期
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

社
会
教
育
課　

℡
２
３

－

０
１
２
４

揖斐小学校 5年 山
やま
口
ぐち
　華
はな
愛
り
さん 「おはよう」

朝おきると、家族に「おはよう」と言われるとうれしくなって今日も一日がんばろうと
思えるようになれます。他にも畑で仕事をしている人たちにも言われるとやさしい気持
ちをもらったようにとても、楽しく一日をがんばれる。

清水小学校 5年 小
こ
森
もり
　一
いっ
晟
せい
さん 「ありがとう」

お父さんやお母さんや友達のお手伝いや助けてあげた時に、「ありがとう。」と言って
もらえた時、うれしい気持ちになった。
人助けをすると、うれしい気持ちになるのでこれからもお手伝いや助けたいと思いま
した。

養基小学校 5年 野
の
原
はら
　明
めい
花
か
さん 「いってらっしゃい」

学校に行くとき、見守り隊の人が「いってらっしゃい」と声を掛けてくれる。私はうれし
くなる。「いってらっしゃい」この言葉は元気づけてくれる言葉だと思っている。

北方小学校 6年 河
かわ
瀬
せ
　天
てん
璃
り
さん 「毎日お供えに行ってくれてありがとう」

今までは、お仏飯をお供えするのはひぃばあちゃんの役割だったけど、足が悪く出来
なくなくなったためぼくがお仏飯をお供えする様になりました。そうしたら、ひぃばあ
ちゃんに「毎日お供えに行ってくれてありがとう。」と言われ、これからも続けたいと
思いました。

北方小学校 6年 渡
わた
辺
なべ
　花

か
音
のん
さん 「自分の意見でいいんだよ」「〇〇さんと同じで〇〇って言えばいいよ」

道徳の授業の時、発表出来なくて困っていたら、クラスのみんなが私の近くに来て、「自
分の意見でいいんだよ」「〇〇さんと同じで〇〇って言えばいいんだよ」と1人1人話し
てくれました。そのおかげで発表する事ができました。

大和小学校 6年 片
かた
倉
くら
　楓

か
空
えら
さん 「助かったよ」

私がおばあちゃんの草取りのお手伝いをするとおばあちゃんはいつも、「ありがとう、
助かったよ」と言ってくれます。そう言ってくれるのがうれしくて私はお手伝いをする
のが楽しくなりました。

清水小学校 6年 若
わか
原
はら
　加

か
偉
い
さん 「毎日のお手伝い」

ぼくは、毎日お風呂洗いと洗濯の取り入れをしています。毎日自分から進んでやって
います。いつもお母さんは、毎日ちゃんとやっていてすごいねとほめてくれます。これ
からもつづけていこうと思います。

青
年
・
成
人
講
座 

参
加
者

募
集

開催教室 開催日 開催時間 場　　所 受講対象 参加費 講師

スポーツ
指導学び塾 2/25（土） 10：00 ～ 11：30 地域交流センターはなもも　

多目的室 1
希望者・保護者・

スポーツ
関係者 など

無料
岐阜聖徳学園大学

稲垣教授
竹本教授

認知症
サポーター

研修
2/25（土） 13：30 ～ 15：00 地域交流センターはなもも　

多目的室 1 希望者 無料
山びこの郷
横田医師・

看護師

大人のための
運動教室

2/28（火）
3/  9（木） 20：00 ～ 21：00 健康広場トレーニング

B ルーム
町内在住在勤者
（中学生以上）

各 10 名  1 回のみ
無料 健康教室

講師 森先生

トールペイント
教室 3/18（土） 9：30 ～ 11：30 地域交流センターはなもも

多目的室 2
町内在住在勤者
（中学生以上）

30 名程度
300 円

（材料費） 教室講師　吉野先生
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～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母
さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用
できる場所です。気軽にお出かけください。できる場所です。気軽にお出かけください。

揖斐川
揖斐川町上南方193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　9：00～ 16：00

◎揖斐幼稚園の開放日
　２月１日（水）
　直接幼稚園へ申込みください。
　℡22-6008（当日可）

◇通信ピッコロを中旬に発行しています。◇通信ピッコロを中旬に発行しています。
　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な
どに置いてあります。どに置いてあります。

◇ホームページ◇ホームページ
　揖斐川町　　　揖斐川町　　https://www.town.ibigawa.lg.jphttps://www.town.ibigawa.lg.jp
　揖斐幼稚園　　揖斐幼稚園　http://www.ibi ‐ youchien.ed.jphttp://www.ibi ‐ youchien.ed.jp

子育て支援センターは、子どもに関する（０～18歳未満）あらゆる相談窓口です。
一人で悩まないで気軽にご相談ください。

�

～
か
す
が
幼
児
園
～

か
す
が
幼
児
園
で
は
、季
節
に
合
っ
た
制
作
活
動
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
折
る
、
形
を
合
わ
せ
る
、
線
に
沿
っ
て
切
る

な
ど
、
年
齢
に
よ
っ
て
工
程
は
異
な
り
ま
す
が
、
作
品
作
り

を
し
な
が
ら
季
節
や
伝
統
的
な
行
事
を
知
り
、形
に
す
る
楽

し
さ
や
達
成
感
を
味
わ
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

年
長
児
は
イ
メ
ー
ジ
し
た
こ
と
を
表
現
で
き
る
よ
う
、絵

の
具
や
画
用
紙
、色
紙
、木
の
実
な
ど
、様
々
な
素
材
を
自
分

で
選
ん
で
い
ま
す
。「
こ
こ
に
バ
ス
描
い
て
（
紙
で
作
っ
た
）

僕
を
乗
せ
る
ん
だ
」「
こ
の
部
分
は
こ
の
紙
で
作
ろ
う
か
な
」

「
○
月
に
咲
く
花
は
何
か
な
？
」な
ど
と
、一
生
懸
命
考
え
な

が
ら
集
中
し
て
作
り
、一
枚
の
紙
の
上
に
自
分
の
描
い
た
世

界
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
何
度
も
経
験
を
重
ね
、時
に
は
絵

本
や
図
鑑
か
ら
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
コ
ツ
を
掴
む
と
、ど
ん
ど

ん
意
欲
的
に
な
り
次
回
の
制
作
活
動
を
楽
し
み
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
保
育
士
や
友

達
に
紹
介
す
る
と
き
の
表
情
は
自
信
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま

す
。
今
は
切
り
紙
遊
び
が
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、切
り
方
を

工
夫
し
広
げ
る
と
き
の
ド
キ
ド
キ
感
を
味
わ
い
、何
枚
も
夢

中
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、毎
月
作
品
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
て
作
っ
た
も
の
も

持
ち
帰
る
た
め
、家
族
の
会
話
の
話
題
に
も
な
っ
て
い
る
よ

う
で
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
戸
外
遊
び
が
で
き
な
い
季
節
で
す
が
、室
内
で

も
自
分
で
考
え
工
夫
し
て
遊
べ
る
遊
び
を
た
く
さ
ん
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２月の活動予定　行事の申込みは、前月第３水曜日より実施日前日まで受付けています。（電話予約不可）
日 月 火 水 木 金 土

1 2
おさんぽ会
谷汲　鬼見学

3
アップルキッズ

4

5 6 7 8 9 10
アップルキッズ

11
建国記念の日建国記念の日

12 13 14 15
ひよこ交流

16
アップルキッズ

17 18
開館日

19 20
さくらんぼ交流

21
いちご交流

22
りんご交流

23
天皇誕生日天皇誕生日

24
アップルキッズ

25

26 27
お話ルーム
誕生会

28

◎育児相談は毎日、子育て支援センターで直接受け付けています。
◎コロナ感染状況によっては、行事など中止になることがありますので、事前にお問い合せください。
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揖斐川町は、住民の皆さんの子育てを応援しています。
～子育て支援センターの紹介～

みんな いっしょに 誕生会！みんな いっしょに 誕生会！
～いっぱいの「おたんじょうび おめでとう」がうれしいよ～～いっぱいの「おたんじょうび おめでとう」がうれしいよ～

　支援センターでは、毎月、誕生会を行っています。誕生日のお友達に「名前はなんていうのかな？」「い　支援センターでは、毎月、誕生会を行っています。誕生日のお友達に「名前はなんていうのかな？」「い
くつになったのかな？」「好きな食べ物はなんですか？」などインタビューをしながら紹介し、利用者の皆くつになったのかな？」「好きな食べ物はなんですか？」などインタビューをしながら紹介し、利用者の皆
さんの参加もあり賑やかな会になっています。主役のさんの参加もあり賑やかな会になっています。主役の
子ども達はみんなの前に出て一生懸命話そうとしたり子ども達はみんなの前に出て一生懸命話そうとしたり
恥ずかしくてママの後ろに隠れたり、元気に大きい声恥ずかしくてママの後ろに隠れたり、元気に大きい声
で名前を話すなど、それぞれの姿がとても可愛く周りで名前を話すなど、それぞれの姿がとても可愛く周り
のみんなのことを笑顔にしてくれます。誕生会を通しのみんなのことを笑顔にしてくれます。誕生会を通し
て子ども達が一つ大きくなった喜びを感じ、楽しい思て子ども達が一つ大きくなった喜びを感じ、楽しい思
い出の一つになってくれたらいいなと思っています。い出の一つになってくれたらいいなと思っています。

  

　生まれた時にギュッと握りしめていた小さな手は、だんだん開き、つかんだりつまんだりできるよ
うになって、手を使えば使うほど器用になり、できることが増えて世界が大きく広がっていきます。
※年齢別援助のポイント

子育てちゃんねる
ふれる　なぞる　つかむ ～指先から広がる世界～

０歳児・・・�できる動きをたっぷりと！
　手に持った物を手放せるようになったら、ボールなどのやりとり遊びを始めてみましょう。持つ・投げる・
転がす・渡すなど、月齢が上がるごとにできることが増えていきます。（子どもが握れるサイズ、口に入れて
もOKな物や拭いたり洗ったりできるポリエチレン素材の物を！）
　離乳食が進み、固形物が食べられるようになってくると、手づかみで食べるようになります。食べ物に触
り、つかみ、口に運ぶ動作は感覚機能や運動機能を高め、脳に刺激を送ります。思う存分「手づかみ」食べを
させてあげましょう。
１歳児・・・�「自分でする」の思いを大切に！
　スプーンやフォークを使い、すくったり刺したりして食べられるようになるので、見本を見せながら、子ど
もがやろうとする思いを大切にしてあげましょう。最初は上から、次第に下から握れるようになり、徐々に鉛
筆を持つ形になっていきます。衣服の着脱では、まずは脱ぐことができるようになり、次に靴下やズボンを
しっかりつかんで引っ張ります。さりげなく援助するなどゆったり見守ってあげましょう。
２歳児・・・�できたら認めて達成感を！
　Tシャツをかぶって首や両腕を出す、ズボンに片方ずつ足を入れるなど、子どもにとっては大仕事です。でき
たらその都度認めてあげましょう。片手でスプーン、反対の手で茶碗などを持って食べられるということは、
手の協応動作ができるようになった証拠。口に運べているなら、こぼしても気にせず楽しく食べる雰囲気を大
切にしましょう。

　便利な道具はたくさんありますが、手先を使うことを見直し、子どもが手指を動かす機会を意識して増やしてあげ
ることを大切にしてあげたいですね。
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令和４年第８回揖斐川町議会定例会が、12月２日から９日までの８日間の会期で開催されました。
初日には、町長から条例案件13件、予算案件６件、その他案件14件の計33案件が提出され、提案説明が
行われました。これらの議案の審査は各常任委員会に付託されました。また、委員会提出の揖斐川町議会
議員定数条例の一部改正案の審議も行われ、原案のとおり可決されました。
５日には総務文教、６日には民生建設の各常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審査が行
われました。
８日の本会議では、９名の議員が一般質問を行いました。
９日の定例会最終日には、付託された33議案の審査結果が各委員長から報告され、採決の結果いずれも
原案のとおり可決されました。また、町長から追加提出された予算案件１件および委員会提出の揖斐川町
議会委員会条例の一部改正案についても可決されました。
本定例会に提出された案件の主な内容、一般質問及び答弁の要旨は次のとおりです。

第８回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
４
年
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
国
家
公

務
員
の
給
与
の
改
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
引
き
上

げ
る
よ
う
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
４
年
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
国
家
公

務
員
の
給
与
の
改
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
期
末
手
当

を
引
き
上
げ
る
よ
う
所
要
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
４
年
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
国
家
公

務
員
の
給
与
の
改
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
職
員
の
俸
給
月
額
お
よ
び
勤
勉
手

当
の
率
を
改
正
す
る
よ
う
所
要
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
公
布
に
伴
い
、
職
員
の
定
年
年
齢
の
改

正
や
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
の
導

入
な
ど
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
公
布
に
伴
い
、
関
係
す
る
10
条
例
に
つ

い
て
、
引
用
条
文
や
文
言
の
訂
正
な
ど
所

要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関

す
る
条
例

地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員

の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

職
員
定
数
の
削
減
お
よ
び
下
水
道
事
業
の

地
方
公
営
企
業
法
適
用
化
に
伴
う
公
営
企

業
職
員
の
追
加
な
ど
所
要
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

町
営
住
宅
事
業
特
別
会
計
の
一
般
会
計
へ

の
統
合
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営

企
業
法
適
用
化
に
伴
い
所
要
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

令
和
５
年
度
よ
り
町
税
等
の
督
促
手
数
料

を
廃
止
す
る
た
め
、
関
係
す
る
４
条
例
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

揖
斐
川
町
特
別
会
計
条
例
の
改
正
に
伴
う

会
計
名
の
修
正
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
地

方
公
営
企
業
法
適
用
化
に
伴
い
所
要
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

谷
汲
文
化
会
館
東
部
分
館
の
取
り
壊
し
、

春
日
公
民
館
の
移
転
な
ど
に
よ
り
所
要
の
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補
正
額

　

７
万
６
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　

２
５
億
３
７
１
１
万
６
０
０
０
円

○
令
和
４
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額　

１
５
６
４
万
１
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　

７
億
６
２
６
４
万
１
０
０
０
円

○
令
和
４
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額

　

１
６
６
万
１
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　

１
億
５
７
６
６
万
１
０
０
０
円

○
令
和
４
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額

４
２
０
万
９
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　

１
億
８
４
０
万
９
０
０
０
円

○
令
和
４
年
度
揖
斐
川
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額（
水
道
事
業
収
益
）

７
９
４
万
９
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額（
水
道
事
業
収
益
）

　

５
億
１
５
２
７
万
２
０
０
０
円

補
正
額（
水
道
事
業
費
用
）

１
２
１
２
万
４
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額（
水
道
事
業
費
用
）

　

５
億
１
４
０
６
万
２
０
０
０
円

補
正
額（
資
本
的
収
入
）

７
０
万
円
増
額

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
伴
い

所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
及
び
簡
易
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
適
用
化

に
伴
い
、
関
係
す
る
13
条
例
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

次
回
の
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
、
議
員
の

定
数
を
15
人
か
ら
13
人
と
す
る
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

次
回
の
町
議
会
議
員
選
挙
後
か
ら
、
総
務

文
教
常
任
委
員
会
の
委
員
定
数
を
８
人
か

ら
７
人
に
、
民
生
建
設
常
任
委
員
会
の
委

員
定
数
を
７
人
か
ら
６
人
と
す
る
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
４
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
）

補
正
額

　

７
億
２
０
０
万
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　

１
５
２
億
８
９
４
０
万
円

○
令
和
４
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
後
予
算
額（
資
本
的
収
入
）

　

１
億
６
９
０
３
万
８
０
０
０
円

補
正
額（
資
本
的
支
出
）

１
５
４
７
万
６
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額（
資
本
的
支
出
）

　

４
億
６
８
６
９
万
９
０
０
０
円

○
令
和
４
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
財
産
区
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額

８
１
万
７
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額　

５
２
１
万
７
０
０
０
円

そ
の
他
の
案
件

○
揖
斐
川
町
尚
和
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

社
会
福
祉
法
人
浩
仁
会

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
福
祉
作
業
所
の
指
定
管
理
者
の

指
定

指
定
管
理
者　

�

社
会
福
祉
法
人
大
和
社
会

福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
老
人
保
健
施
設
山
び
こ
の
郷
の

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

�

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療

振
興
協
会

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
診
療
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

�

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療

振
興
協
会

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
谷
汲
特
産
品
加
工
展
示
販
売
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

�

株
式
会
社
キ
サ
ラ
エ
フ

ア
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
ズ

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
月
夜
谷
ふ
れ
あ
い
の
里
総
合
利

用
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　
Ｄ
ｏ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
株
式
会
社

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
藤
橋
農
山
漁
村
活
性
化
定
住
圏

創
造
施
設（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
園
）
の
指
定

管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　
Ｄ
ｏ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
株
式
会
社

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
𦙾
永
農
林
水
産
物
販
売
所
の
指

定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

𦙾
永
や
さ
い
生
産
組
合

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
乙
原
農
林
水
産
物
販
売
所
の
指

定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

揖
斐
峡
レ
デ
ィ
ー
ス

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
い
び
茶
販
売
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
い
び
茶
の
里

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日
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園
へ
は
急
な
階
段
を
歩
い
て
い
く
以
外
に
手

段
は
な
く
、
足
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
に
は

困
難
な
状
況
で
あ
り
、
ま
た
、
長
年
風
雨
に

さ
ら
さ
れ
た
日
比
野
氏
の
壁
画
は
ペ
ン
キ
が

は
が
れ
た
状
態
と
な
り
、
貴
重
な
絵
が
台
無

し
の
状
態
で
す
。

　

こ
の
さ
ざ
れ
石
公
園
ま
で
車
で
行
け
る
よ

う
整
備
す
る
こ
と
で
ど
な
た
で
も
さ
ざ
れ
石

を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
さ

ら
に
は
日
比
野
氏
の
壁
画
の
修
復
の
手
立
て

も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
５
年

後
に
50
回
の
節
目
を
迎
え
る「
さ
ざ
れ
石
愛

護
の
日
」
に
日
比
野
氏
を
迎
え
て
の
記
念
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

以
前
、
春
日
振
興
事
務
所
長
も
経
験
さ
れ

た
町
長
は
、
さ
ざ
れ
石
公
園
の
現
状
を
よ
く

ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
さ
ざ
れ
石
公
園

ま
で
車
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
整
備
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
、
決

意
を
お
持
ち
か
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

国
歌
に
も
詠
わ
れ
て
い
る
さ
ざ
れ
石
は
、

こ
れ
ま
で
皇
室
な
ど
へ
献
上
さ
れ
る
よ
う
な

揖
斐
川
町
に
と
っ
て
他
に
例
の
な
い
貴
重
な

財
産
で
す
。
ま
た
、
さ
ざ
れ
石
公
園
は
、
旧

春
日
村
時
代
か
ら
今
日
ま
で
多
く
の
関
係
の

方
々
の
思
い
や
努
力
に
よ
り
整
備
、
管
理
が

な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ざ
れ
石
公
園
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に

つ
い
て
は
、
合
併
間
も
な
い
こ
ろ
か
ら
地
域

の
声
と
し
て
整
備
構
想
の
話
が
あ
り
ま
し
た

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
は
、地
元
の
議
員
と
し
て「
春
日
の
宝
」、

「
揖
斐
川
町
の
宝
」
そ
し
て「
岐
阜
県
の
宝
」

さ
ら
に
は「
日
本
の
宝
」
を
目
指
す
さ
ざ
れ

石
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
も
10
月
23
日
に
第
45
回
目
に
あ
た
る

さ
ざ
れ
石
愛
護
の
日
お
よ
び
日
本
さ
ざ
れ
石

の
会
総
会
が
開
か
れ
、
岡
部
町
長
が
日
本
さ

ざ
れ
石
の
会
の
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ざ
れ
石
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
小
林

宗
一
氏
が
春
日
小
宮
神
地
区
の
藤
原
一
族
の

支
援
を
得
て
調
査
を
重
ね
、
国
歌「
君
が
代
」

に
詠
わ
れ
た
さ
ざ
れ
石
が
現
存
す
る
と
の
建

白
書
を
国
に
提
出
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

そ
の
後
、
昭
和
・
平
成
の
天
皇
皇
后
両
陛
下

へ
の
献
上
、
歴
代
の
総
理
大
臣
へ
の
贈
呈
、

伊
勢
神
宮
や
出
雲
大
社
な
ど
多
く
の
神
社
等

に
奉
納
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ざ
れ
石
に
関
わ
る

皆
さ
ん
の
熱
心
な
活
動
の
お
か
げ
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
ざ
れ
石
は
、
春
日
村
天
然
記
念
物
、
岐

阜
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
63
年

に
旧
春
日
村
は
、
さ
ざ
れ
石
を
普
及
す
る
拠

点
と
し
て「
さ
ざ
れ
石
公
園
」
を
整
備
し
、

日
本
を
代
表
す
る
芸
術
家
で
あ
る
日
比
野
克

彦
氏
に
壁
画
を
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
最
近
で
は
、
令
和
天
皇
が
即
位
さ
れ
た
際

に
、
岐
阜
県
で
唯
一
の
献
上
品
と
し
て
さ
ざ

れ
石
が
献
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
春
日
地
域
の
皆
さ
ん
は
地

域
を
活
性
化
し
元
気
に
す
る
た
め
、
さ
ざ
れ

石
に
そ
の
思
い
を
託
し
、
様
々
な
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
さ
ざ
れ
石
公

ここが聞きたい
一般質問

議員９名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。（紙面の都合上、質問お
よび答弁は要約しています）

大
久
保　
為
芳 

議
員

さ
ざ
れ
石
公
園
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
の
活
性
化
に
と
っ
て
、
い
か
に

し
て
交
流
人
口
を
増
や
す
か
と
い
う
課
題

は
、
来
年
開
通
す
る
冠
山
峠
道
路
な
ど
を
視

野
に
入
れ
、
大
き
な
視
点
で
考
え
、
段
階
的

に
観
光
交
流
施
設
の
整
備
を
し
て
い
く
必
要

○
揖
斐
川
町
谷
汲
昆
虫
館
の
指
定
管
理
者
の

指
定

指
定
管
理
者　

谷
汲
ｆ
ｕ
ｎ
ｆ
ｕ
ｎ

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
谷
汲
緑
地
公
園
の
指
定
管
理
者

の
指
定

指
定
管
理
者　

�

株
式
会
社
キ
サ
ラ
エ
フ

ア
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
ズ

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
い
び
川
温
泉
施
設
及
び
揖
斐
川

町
藤
橋
温
泉
温
泉
ス
タ
ン
ド
の
指
定
管
理

者
の
指
定

指
定
管
理
者　

西
濃
建
設
株
式
会
社

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
坂
内
バ
イ
ク
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

ハ
ウ
ス
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
久
保
田
工
務
店

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日

11
月１

日　

町
有
施
設
視
察
研
修

18
日　

�

国
土
交
通
省
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
内

視
察

21
日　

第
10
回
議
会
運
営
委
員
会

21
日　

11
月
月
例
会

21
日　

第
２
回
公
共
交
通
特
別
委
員
会

12
月２

日　

第
８
回
定
例
会
開
会　

本
会
議

２
日　

�

第
９
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員

会

５
日　

第
４
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

５
日　

第
５
回
全
員
協
議
会

６
日　

第
４
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

８
日　

本
会
議　

一
般
質
問

９
日　

本
会
議　

第
８
回
定
例
会
閉
会

９
日　

第
６
回
全
員
協
議
会

19
日　

12
月
月
例
会

19
日　

�

第
10
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員

会

19
日　

第
７
回
全
員
協
議
会

議
会
活
動
報
告
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バ
ー
に
藤
橋
城
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
必
要
な
措
置
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
在
検
討
中
の
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
構
想
も
含
め
、
杉
原
鶴
見
地
域
の
総
合
的

な
観
光
案
内
看
板
の
設
置
を
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
井　
豊
司 

議
員

小
中
学
生
の
目
の
健
康
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延

し
、
学
校
が
休
校
に
な
り
自
宅
待
機
の
時
間

が
長
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
テ
レ
ビ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
接
す
る
時
間
が
よ
り
長
く

な
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
に
発
表
さ
れ
た
文
部
科
学
省
の

調
査
結
果
で
は
、
裸
眼
の
視
力
が
１
・
０
未

満
の
小
学
生
は
36
・
87
％
、
中
学
生
は
60
・

28
％
、
高
校
生
は
64
・
41
％
で
、
さ
ら
に
眼

鏡
・
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
よ
る
視
力
矯
正

が
必
要
な
裸
眼
視
力
０
・
３
未
満
は
、
幼
児

園
が
０
・
64
％
、
小
学
生
が
10
・
64
％
、
中

学
生
は
28
・
23
％
、
高
校
生
は
33
・
18
％
と

な
っ
て
お
り
、
両
方
と
も
中
学
生
は
過
去
最

悪
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
裸
眼
で
黒
板

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
視
力
が
０
・
７
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
校
生
に
な
る
と
約
半

数
が
裸
眼
で
黒
板
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
子
ど
も
が
小
さ
い
頃
に
も
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
が
流
行
り
ま
し
た
が
、
特
に
ゲ
ー
ム

な
ど
は
熱
中
し
す
ぎ
て
自
分
で
制
御
で
き
な

く
な
り
、
気
が
付
い
た
と
き
に
は
視
力
低
下

が
、
残
念
な
が
ら
検
討
段
階
で
実
現
化
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

公
園
周
辺
は
急
峻
な
地
形
で
あ
り
、
駐
車

場
か
ら
直
近
の
堰
堤
の
上
端
ま
で
約
20
ｍ
の

高
低
差
が
あ
り
、
直
線
で
一
般
車
両
の
通
行

を
可
能
と
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
は
勾

配
が
20
％
に
も
な
り
、
整
備
は
困
難
な
状
況

で
す
。
ま
た
、
砂
防
指
定
な
ど
法
的
な
規
制

を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
検
討
す
べ

き
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
公
園
管
理
道

路
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
の

で
、
ル
ー
ト
の
変
更
、
道
路
延
長
を
伸
ば
し

勾
配
を
下
げ
る
な
ど
、
継
続
的
に
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
公
園
に
は「
さ
ざ
れ
石
」
の
ほ
か
、
東
京

芸
術
大
学
の
学
長
で
あ
る
日
比
野
氏
の
壁
画

が
あ
り
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
に
来
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
現
在
の
老
朽
化

し
た
遊
歩
道
の
改
修
な
ど
、
利
便
性
、
安
全

性
を
向
上
さ
せ
る
検
討
も
し
て
い
き
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
を
代
表
す
る
歴
史
的
遺
産
、
文

化
遺
産
で
あ
る「
さ
ざ
れ
石
公
園
」
を
よ
り

多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

様
々
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

立
木　
秀
康 

議
員

藤
橋
城
近
辺
の
開
発
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
の
大
き
な
変
化
と
し
て
、
来
年

末
に
は
冠
山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
予
定
で

あ
り
、
国
道
４
１
７
号
が
岐
阜
県
と
福
井
県

を
つ
な
ぐ
重
要
な
道
と
な
り
ま
す
。

　

国
道
４
１
７
号
の
岐
阜
県
側
で
は
、
徳
山

会
館
、
徳
山
ダ
ム
、
藤
橋
城
な
ど
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
重
要
な
観
光
地
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
東
側
で
は
、
令
和
６
年
度

に
東
海
環
状
自
動
車
道
の
糸
貫
イ
ン
タ
ー
が

開
通
し
、
国
道
１
５
７
号
に
接
続
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
長
瀬
、
谷
汲
へ
至
る
道
が
便
利

に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
谷
汲
、
横
蔵
、

久
瀬
、
藤
橋
、
鶴
見
、
徳
山
ダ
ム
、
冠
山
ト

ン
ネ
ル
と
続
く
ル
ー
ト
が
新
し
い
観
光
ル
ー

ト
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

藤
橋
城
の
あ
る
鶴
見
地
域
は
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
や
天
文
台
、民
俗
資
料
館
を
は
じ
め
、

駐
車
場
、レ
ス
ト
ラ
ン
や
ふ
じ
は
し
星
の
家
、

水
と
森
の
学
習
館
な
ど
が
あ
り
、
観
光
だ
け

で
な
く
ク
ラ
ブ
の
合
宿
や
林
間
学
校
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
対
岸
に
は
森
林
生
態
学
舎
や
休
止

中
の
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
あ
り
、
藤
橋
城
を

中
心
と
し
た
こ
の
地
域
は
観
光
地
と
し
て
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
は
こ
の
地
域
に
対
し
ど
の
よ
う
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
お
持
ち
か
伺
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
藤
橋
城
な
ど
の
鶴
見
地
域
の
観

光
地
は
、
国
道
か
ら
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
り
、国
道
に
設
置
さ
れ
た
標
識
だ
け
で
は
、

藤
橋
城
へ
の
入
り
口
を
見
過
ご
し
て
し
ま
い

ま
す
。
鶴
見
地
域
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ず
は
藤
橋
城
へ
の
入
り
口
に
目
立
つ
看
板

を
設
置
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
藤
橋
城
の
存
在

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

揖
斐
川
町
に
お
い
て
は
、
国
道
４
１
７
号

冠
山
峠
道
路
の
令
和
５
年
内
の
開
通
や
東
海

環
状
自
動
車
道
西
回
り
ル
ー
ト
の
整
備
が
進

ん
で
お
り
、
今
後
、
北
陸
や
中
部
、
関
西
方

面
な
ど
か
ら
さ
ら
な
る
商
圏
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
、
来
訪
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
内
に
は
谷
汲
山
華
厳

寺
を
は
じ
め
多
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
地

元
経
済
へ
の
効
果
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
徳

山
ダ
ム
や
藤
橋
城
周
辺
エ
リ
ア
は
、
冠
山
峠

道
路
を
福
井
県
か
ら
岐
阜
県
へ
抜
け
て
最
初

の
集
客
エ
リ
ア
で
す
の
で
、
単
な
る
通
過
地
点

と
な
ら
な
い
よ
う
対
策
を
講
ず
べ
き
重
要
な

エ
リ
ア
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

県
下
有
数
の
大
き
さ
を
誇
る
西
美
濃
天
文

台
で
は
、
一
般
の
方
を
対
象
に
日
中
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
観
望
会
の
開
催
や
、
水
と
森

の
学
習
館
で
は
、
現
在
の
予
約
団
体
へ
の
対

応
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
客
が
そ
の
場

で
す
ぐ
に
体
験
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
も
検

討
し
、
食
事
処
の
鶴
見
亭
で
も
空
き
店
舗
へ

の
入
居
者
募
集
を
し
食
事
処
と
し
て
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
構
想
策
定
事
業
に
つ
い
て
も
、
開
発
の

可
否
を
含
め
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
坂
内
地
内
で
は
鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル

の
整
備
も
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
広
域
的
に

地
域
経
済
に
つ
な
が
る
対
策
に
も
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、
案
内
看
板
に
つ
い
て
は
、
ド
ラ
イ
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で
す
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
職
員
が
バ
ス
を
利

用
し
て
通
勤
し
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
は
な
も
も
バ
ス
は
今
で
も
利
用
し

に
く
い
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
行
き
の
予

約
は
で
き
て
も
帰
り
の
時
間
の
予
測
が
つ
か

ず
、
予
約
し
に
く
い
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
見
直
し
や
対
応
策
に
つ
い
て
、
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
定
期
券
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

も
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

揖
斐
駅
と
西
濃
厚
生
病
院
を
結
ぶ
バ
ス
路

線
を
福
祉
バ
ス
と
し
て
無
料
に
す
べ
き
と
の

こ
と
で
す
が
、
特
定
の
路
線
の
み
福
祉
バ
ス

と
し
て
無
料
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
他
の
路

線
と
の
整
合
性
に
お
い
て
も
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
西
濃
厚
生
病
院
ま
で
の
料
金
設

定
、
乗
り
継
ぎ
、
定
期
券
等
の
課
題
は
把
握

し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
料
金
体
系
の
あ

り
方
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
と
は
な
も
も
バ
ス
の

あ
り
方
を
含
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
持

続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、
利
用
者

の
利
便
性
と
と
も
に
財
政
規
律
を
ど
う
保
っ

て
い
く
か
を
議
会
の
皆
さ
ん
と
も
議
論
を
深

め
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
部
長

　

バ
ス
の
運
行
目
的
で
す
が
、
平
日
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
の
運
行
も
含
め
、
通
勤

や
通
学
、
医
療
、
買
い
物
、
観
光
な
ど
様
々

が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
生
活
に
密
着
し
て
必
要
で
は
あ
り

ま
す
が
、
近
視
に
な
る
確
率
が
高
く
な
る
こ

と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
視
力
低
下
が
顕
著
な
中
学
生
、

ま
た
そ
の
過
程
の
小
学
生
の
視
力
検
査
は
ど

の
く
ら
い
の
頻
度
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
視
力
低
下
を
進
め
な
い
た
め
の
対
策

や
教
育
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

児
童
・
生
徒
の
視
力
検
査
の
頻
度
に
つ
い

て
は
、
例
年
４
月
、
５
月
に
行
う
健
康
診
断

で
１
年
に
一
度
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

数
年
の
検
査
結
果
か
ら
、
視
力
低
下
が
進
ん

で
い
る
児
童
・
生
徒
の
数
が
年
々
増
加
し
て

お
り
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
の
変
化
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

視
力
低
下
の
原
因
と
し
て
は
、
病
気
等
に

よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
生
活
環
境
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
家
庭
生
活
に
お
い
て
も
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
部
屋
で
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
触
れ
る
時

間
が
増
加
し
、
屋
外
で
日
光
に
当
た
っ
て
遊

ぶ
機
会
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も

出
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
子
ど

も
た
ち
の
生
活
の
変
化
を
受
け
、
目
に
負
担

を
か
け
な
い
よ
う
目
と
本
や
ノ
ー
ト
と
の
距

離
を
適
正
に
保
ち
正
し
い
姿
勢
で
学
習
す
る

こ
と
や
メ
デ
ィ
ア
の
使
用
時
間
に
つ
い
て
も

指
導
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
教
室
の
照
度
検

査
を
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

に
切
り
替
え
る
工
事
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
よ
く
利
用
す
る

場
が
主
に
家
庭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
時
間

の
使
用
を
避
け
る
よ
う
保
護
者
に
啓
発
し
た

り
、
学
校
と
保
護
者
が
相
談
し
て
ノ
ー
メ

デ
ィ
ア
デ
ー
を
設
定
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
自
身
も
メ
デ
ィ
ア
の
使

用
状
況
を
見
つ
め
、
ネ
ッ
ト
利
用
の
ル
ー
ル

を
決
め
て
共
通
理
解
を
深
め
、
児
童
会
・
生

徒
会
活
動
で
生
活
改
善
を
図
る
た
め
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
今
後

さ
ら
に
生
活
に
密
着
し
た
ツ
ー
ル
と
な
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
を

受
け
止
め
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
視
力
を
は

じ
め
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
な
ど
、
心
身
の
健
康
保
持
に
向
け
て
学
校

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
一
層
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

　

学
校
現
場
で
は
、
正
し
い
姿
勢
の
指
導
や

照
明
の
照
度
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
授
業
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
時
間
に

関
し
て
も
近
視
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
し
、
１
時
間
勉
強
し
た
ら
休
む
と
か

外
で
遊
ぶ
よ
う
指
導
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ル
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
も
一
緒
に
な
っ
て
作
成

し
て
い
る
学
校
も
あ
り
、
学
校
と
家
庭
が
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
倉　
昌
弘 

議
員

ふ
れ
あ
い
バ
ス
・
は
な
も
も
バ
ス
に
つ
い
て

　

先
月
の
公
共
交
通
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
西
濃
厚
生
病
院
開
院
後
の
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
計
画
段
階
で

す
が
、
揖
斐
駅
か
ら
西
濃
厚
生
病
院
行
き
の

便
が
、
朝
３
本
、
帰
り
の
便
が
昼
前
後
に
３

本
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
問
題
は
、
一
律

３
０
０
円
と
い
う
料
金
で
す
。
小
学
生
や
障

が
い
者
、
免
許
返
納
者
に
は
１
５
０
円
の
割

引
が
あ
り
ま
す
が
、
他
の
路
線
か
ら
の
乗
継

券
や
定
期
券
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
路
線
は
、
揖
斐
厚
生
病
院
が
な
く
な

り
、
西
濃
厚
生
病
院
ま
で
通
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
い
わ
ば
弱
者
救
済
の
た
め
の
路
線

改
正
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
、
西

濃
厚
生
病
院
へ
通
う
た
め
の
福
祉
バ
ス
と
し

て
無
料
に
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
福
祉
バ
ス

で
あ
れ
ば
、
一
般
路
線
と
違
っ
て
陸
運
局
の

許
可
も
簡
単
に
取
れ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す

し
、
時
間
や
本
数
も
簡
単
に
変
更
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
現
在
運
行
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い
バ

ス
・
は
な
も
も
バ
ス
は
交
通
弱
者
救
済
の
た

め
の
バ
ス
な
の
か
、
通
勤
や
観
光
客
向
け
の

バ
ス
な
の
か
、
ど
ち
ら
に
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
か
。
ほ
と
ん
ど
の
バ
ス
が
役
場
で
止
ま

る
こ
と
か
ら
揖
斐
川
町
役
場
は
、
バ
ス
を
利

用
し
て
通
勤
す
る
に
は
一
番
便
利
な
と
こ
ろ
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ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
と

活
用
・
普
及
啓
発
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
種
目
別
大
会
、
ス
ポ

小
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
大
会
は
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
健
康
増
進
活
動
に
つ
い
て
も

伺
い
ま
す
。

③�

各
種
検
診
の
通
知
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

つ
い
て

　

各
種
検
診
に
つ
い
て
は
、
検
診
率
ア
ッ
プ

の
た
め
に
、
案
内
の
通
知
や
申
込
み
を
メ
ー

ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活

用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

④�

健
幸
ポ
イ
ン
ト
の
地
域
経
済
へ
の
還
元
と

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

　

健
幸
ポ
イ
ン
ト
の
参
加
者
の
傾
向
は
い
か

が
で
す
か
。

　

ま
た
、
健
幸
ポ
イ
ン
ト
を
少
し
で
も
地
域

経
済
に
還
元
す
る
た
め
、
現
在
の
抽
選
で
の

景
品
交
換
に
加
え
、
紙
も
し
く
は
デ
ジ
タ
ル

商
品
券
と
の
交
換
や
地
域
通
貨
の
活
用
、
ポ

イ
ン
ト
を
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
ア
プ
リ
へ
の
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、

登
録
し
た
加
盟
店
な
ど
で
使
用
で
き
る
仕
組

み
を
検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⑤
健
幸
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　

今
後
町
と
し
て
、
一
次
予
防
、
二
次
予
防
、

食
生
活
改
善
な
ど
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方

策
に
よ
り
、
健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
、
幸
せ

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
幸
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

な
利
用
目
的
に
対
応
す
る
た
め
、
ふ
れ
あ
い

バ
ス
と
は
な
も
も
バ
ス
を
併
用
し
て
運
行
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
土
日
祝
日
は
、
通
勤
や

通
学
利
用
も
あ
り
ま
す
が
、
主
に
買
い
物
や

観
光
目
的
に
対
応
す
る
た
め
、
ふ
れ
あ
い
バ

ス
の
み
運
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
通

勤
を
し
て
い
る
職
員
は
い
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
は
な
も
も
バ
ス
の
予
約
状
況
で
す

が
、
毎
月
50
件
弱
が
希
望
ど
お
り
に
予
約
が

で
き
て
い
な
い
状
況
で
、
特
に
利
用
希
望
の

多
い
朝
９
時
か
ら
11
時
台
に
か
け
て
の
予
約

が
で
き
な
い
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
対

応
策
と
し
て
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
ふ
れ
あ

い
バ
ス
の
北
部
線
と
春
日
線
に
昼
の
便
を
追

加
し
ま
し
た
が
、
停
留
所
ま
で
遠
い
方
な
ど

す
べ
て
に
は
対
応
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現

行
の
運
行
状
況
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、

今
後
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

定
期
券
の
利
用
状
況
で
す
が
、
購
入
者
は

約
２
０
０
人
で
す
。
ま
た
、
バ
ス
運
行
全
体

の
運
賃
収
入
は
、現
金
と
定
期
を
合
わ
せ
て
、

１
，
０
３
０
万
円
か
ら
１
，
２
８
０
万
円
と

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

衣
斐　
良
治 

議
員

新
年
度
予
算
編
成
の
重
点
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
の
加
速
化
、
少
子
高
齢
化
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
禍
、
世
界
情
勢
に
よ
る
物
価
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
は
一
層
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
、
令
和
４
年
度
に
は
町
独
自

の
様
々
な
事
業
を
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
来
年
度
の
予
算
編
成
で
、
い
わ
ゆ
る「
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
何
を
重
点
に
す
る
の

か
町
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

長
年
に
わ
た
る
課
題
で
あ
っ
た
土
地
開
発

公
社
問
題
や
消
防
団
活
動
の
見
直
し
な
ど
に

つ
い
て
、
町
長
就
任
以
来
、
一
定
の
成
果
を

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
懸
案
、
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
年
間

２
億
数
千
万
円
の
予
算
を
投
じ
な
が
ら
皆
さ

ん
に
十
分
な
満
足
を
い
た
だ
け
て
い
な
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
の
あ
り

方
自
体
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
叫
ば
れ
て
い

る
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
は
、
外
部
か
ら

の
人
口
流
入
の
前
に
、
今
住
ん
で
み
え
る
住

民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度
を
少
し
で
も
上
げ
、

定
住
し
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
揖
斐
川
町
で
の
生
活
の
質
の
向

上
、
満
足
度
の
向
上
、
民
生
の
安
定
化
の
た

め
、
全
地
域
で
の
移
動
販
売
の
実
施
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
他
町
に
先
駆
け
て
の
電
子
黒

板
や
電
子
教
科
書
の
導
入
、
地
域
学
び
塾
な

ど
の
教
育
環
境
の
充
実
等
に
も
努
力
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
れ
ら
に
加
え
、
揖
斐
厚
生
病
院

移
転
に
伴
う
医
療
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
を

少
し
で
も
防
ぐ
た
め
、
病
院
跡
地
で
の
医
療
施

設
、
老
健
施
設
等
の
整
備
を
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
重
要
課
題
が
目
白

押
し
で
す
が
、
こ
れ
ら
が
私
の
新
年
度
へ
の

思
い
の
一
端
で
す
。

衣
斐　
良
治 

議
員

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　

健
康
寿
命
の
延
伸
、
医
療
費
の
抑
制
に
向

け
て「
第
２
次
健
康
い
び
が
わ
21
計
画
」
に

よ
り
様
々
な
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
は
、
自
主
的
に
、
主
体
的
に
、

楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
健
康
づ
く
り
が
生
き
が
い
づ
く
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
こ
と
で
健
康
に
な

れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
５
点
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

①�

特
定
健
診
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
傾
向
と
対

策
に
つ
い
て

　

個
人
へ
の
個
別
指
導
は
大
変
重
要
で
す

が
、
町
全
体
と
し
て
重
点
的
に
取
り
組
む
た

め
、
特
定
健
診
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
傾
向
と

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②�
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
と
活

用
、
健
康
増
進
活
動
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
な
ど
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
町
内
で
の
コ
ー
ス
の
設
定
、
小
規
模
な

体
験
会
、
史
跡
な
ど
と
絡
め
て
ツ
ー
リ
ズ
ム

的
に
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
社
会
参
加
、
生
き
が
い
づ

く
り
に
寄
与
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。



2023. 2  Public Information IBIGAWA 18

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
規
模
な
訓
練
や
演

習
の
頻
度
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
現
実
に

は
各
分
団
で
こ
の
半
年
間
で
も
２
３
０
回
の

水
出
し
、
ホ
ー
ス
の
展
張
、
機
動
演
習
等
が

実
施
さ
れ
、
訓
練
が
後
退
し
た
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

非
常
に
興
味
深
い
話
と
し
て
、
代
表
区
長

さ
ん
か
ら
、
若
い
方
が
消
防
団
を
敬
遠
す
る

一
番
の
問
題
で
あ
っ
た
操
法
大
会
が
廃
止
と

な
り
入
団
し
て
も
ら
い
や
す
く
な
っ
た
と
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
団
員
確
保
の
ハ
ー

ド
ル
が
下
が
り
、
若
い
方
に
少
し
で
も
多
く

入
団
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
れ
は
、
操
法

大
会
廃
止
が
消
防
力
の
低
下
で
は
な
く
、
逆

に
消
防
力
の
維
持
、
向
上
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

②
積
載
車
は
概
ね
３・５
ｔ
以
下
で
す
が
、
ポ

ン
プ
車
な
ど
３・
５
ｔ
以
上
の
消
防
車
も
あ

り
、
そ
れ
ら
を
運
転
で
き
な
い
団
員
は
全
団

員
中
16
名
で
す
。
今
後
、
新
免
許
制
度
で
普

通
免
許
を
取
得
し
た
新
入
団
員
が
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
例
え
ば
３・５
ｔ
未

満
の
ポ
ン
プ
車
の
導
入
、
あ
る
い
は
免
許
証

取
得
助
成
制
度
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
の
自
治

体
共
通
の
課
題
で
す
の
で
、
今
後
、
全
国
的

に
対
応
策
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
軽
自
動
車
タ
イ
プ
の
積
載

車
の
導
入
を
進
め
て
お
り
、
す
で
に
１
台
保

有
し
、
今
年
度
は
大
深
分
団
に
新
た
に
１
台

導
入
し
ま
す
。

③
女
性
消
防
団
員
制
度
は
平
成
26
年
に
導
入

町 

長

①
健
診
結
果
の
傾
向
と
し
て
は
、
肥
満
や
高

血
圧
、
あ
る
い
は
脂
質
異
常
の
方
の
割
合
が

や
や
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
方
々
へ
の
対
策

と
し
て
、
運
動
栄
養
に
関
す
る
事
業
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
予
防
を

は
じ
め
と
す
る
健
康
づ
く
り
の
新
し
い
取
り

組
み
方
と
し
て「
ク
ア
オ
ル
ト
」
が
普
及
し

は
じ
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
新

た
な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
種
目

を
推
進
す
る
の
で
は
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
や
考
え
の
中
で
楽
し
め

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ア
オ
ル
ト
と
い
っ
た
新
し
い
健

康
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
参
考
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
近
年
、
筋

力
の
低
下
や
身
体
能
力
の
低
下
に
関
し
て
、

「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」
や「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
っ

た
概
念
も
出
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
限
ら
ず
様
々
な

種
目
や
手
段
を
活
用
し
た
対
策
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
提
供
は
、
防
災

を
は
じ
め
行
政
全
般
に
わ
た
り
多
岐
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
進
め
て
い
る
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ

ム
で
は
、
同
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に

も
防
災
を
は
じ
め
日
常
的
な
情
報
提
供
が
可

能
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
検
診
の
通
知
に
と
ど
ま
ら
ず
、

こ
う
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
少
し
で
も
多

く
の
情
報
を
様
々
な
媒
体
で
住
民
の
皆
さ
ん

に
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

④
令
和
３
年
度
の
健
幸
ポ
イ
ン
ト
の
応
募
者

数
は
５
０
２
名
で
、
総
ポ
イ
ン
ト
数
が
１
，

４
９
２
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地

域
経
済
へ
の
還
元
の
効
果
は
低
い
と
思
わ
れ

ま
す
し
、
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
も
現
時
点
で

は
必
要
な
い
の
か
な
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
検
診
率
、
健
康
づ
く
り
の
推

進
が
目
的
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
現

状
の
応
募
人
数
や
ポ
イ
ン
ト
実
績
か
ら
、
ポ
イ

ン
ト
制
自
体
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
時
期
に

あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

だ
け
で
な
く
、
自
ら
行
動
し
よ
う
と
思
え
る
方

策
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

⑤
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
①
～
④
に
お
け
る
取
り
組

み
が
そ
の
一
端
で
す
。

衣
斐　
良
治 

議
員

消
防
団
の
改
革
に
つ
い
て

①
地
域
の
消
防
力
の
維
持
に
つ
い
て

　

操
法
大
会
も
廃
止
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
な

か
な
か
地
域
の
特
性
に
即
し
た
実
践
的
な
訓

練
、
講
習
会
が
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
地
域
の

消
防
力
の
維
持
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

②�

運
転
免
許
制
度
に
よ
る
消
防
団
員
へ
の
影

響
に
つ
い
て

　

現
行
の
普
通
免
許
で
は
、
運
転
可
能
な
車

両
の
総
重
量
が
３・
５
ｔ
未
満
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た「
Ａ
Ｔ
車
に
限
る
」
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
現
在
の
消
防
車
両
に
対
し
、
影

響
の
あ
る
所
属
団
員
は
何
人
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
対
策
と
し
て
、
車
両

更
新
時
に
消
防
ポ
ン
プ
車
は
３
・
５
ｔ
未
満

に
、
可
搬
式
の
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
積
載

車
は
軽
自
動
車
に
、
ま
た
Ａ
Ｔ
車
に
す
る
な

ど
の
対
応
を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

車
両
更
新
が
す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
免
許
証
の
取
得
費
用
の
助
成
を
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。

③
女
性
消
防
団
員
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

　

女
性
消
防
団
員
の
活
動
に
つ
い
て
、
初
期
の

消
火
活
動
や
後
方
支
援
、
家
庭
用
火
災
警
報

器
の
普
及
促
進
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
防
火
防
災

教
育
な
ど
に
加
え
、
防
災
士
な
ど
の
講
習
も

受
け
て
も
ら
い
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し

な
が
ら
、
防
火
と
あ
わ
せ
て
独
居
、
高
齢
者

住
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
防
災
・
防
火
啓
発
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
消
防
団
が
保
有
す
る
ド
ロ
ー
ン
の

操
作
も
含
め
、
女
性
消
防
団
員
の
活
動
内
容

に
つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

町 

長

①
操
法
大
会
は
、
消
防
力
、
消
防
技
術
の
習

得
の
一
つ
の
き
っ
か
け
、
手
段
で
し
た
が
、

一
方
で
、
大
会
に
勝
つ
た
め
に
各
番
手
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
を
育
て
て
い
た
面
が
強
く
、
そ

れ
よ
り
も
、
誰
も
が
あ
ら
ゆ
る
操
作
、
活
動

が
で
き
る
よ
う
総
合
的
な
訓
練
を
行
う
方
が

現
実
的
な
消
防
力
の
維
持
、
向
上
に
つ
な
が
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ど
の
根
本
的
な
解
決
が
図
ら
れ
る
ま
で
は
使

用
禁
止
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
朝
鳥
公
園
や
そ
の
他
の
河
川
等

で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

対
応
と
し
て
揖
斐
川
町
に
限
ら
ず
他
の
自
治

体
や
河
川
を
監
督
す
る
国
や
県
で
も
同
様
の

対
応
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
国
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
行
動
制
限
を
求
め
な
い
な
ど
緩
和
の

方
向
に
あ
り
、
国
や
県
で
も
河
川
等
で
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
解
除
の
方
向
で
す
の
で
、

揖
斐
川
町
で
も
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
禁
止
に
つ

い
て
は
解
除
の
方
向
で
進
め
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
朝
鳥
公
園
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
つ

い
て
は
、
地
元
区
か
ら
禁
止
の
要
望
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
地
元
と
の
調
整
の
上
、
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
部
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
私
の

答
弁
を「
集
落
か
ら
離
れ
た
長
者
の
里
や
月

夜
谷
等
の
既
存
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
活
用
し
、

粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
朝
鳥
公
園
は
住

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
」
と

理
解
さ
れ
た
と
同
時
に
、
議
員
自
身「
今
ま

で
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
来
て
い
た
キ
ャ
ン

パ
ー
を
既
存
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
誘
導
す
れ
ば

活
力
を
逃
が
す
こ
と
が
な
い
」
と
発
言
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
存
キ
ャ
ン
プ
場
の
活

用
方
針
や
現
在
制
限
中
の
粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
、
朝
鳥
公
園
の
今
後
方
向
性
に
つ
い

て
は
私
と
同
じ
考
え
を
お
持
ち
な
の
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
そ
う
い
っ
た
方
向
で
進
め

ら
れ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
は
、
も
と
も
と

粕
川
河
川
公
園
内
に
あ
り
、
一
帯
に
は
ト
イ

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
点
を
制
度
導

入
か
ら
今
日
ま
で
の
長
い
間
、
な
ぜ
取
り
組

ん
で
こ
な
か
っ
た
の
か
疑
問
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
、
今
一
生
懸
命
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

衣
斐　
良
治 

議
員

防
災
に
つ
い
て

①�

自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
強
化
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

　

９
月
の
台
風
14
号
に
伴
い
、
自
主
避
難
所

が
各
地
区
の
公
民
館
な
ど
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
際
、「
遠
く
て
そ
こ
ま
で
の
避
難

が
難
し
い
」
と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た

が
、
そ
こ
に
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

１
年
前
の
一
般
質
問
へ
の
答
弁
に
て
、「
自

主
防
災
組
織
は
十
分
な
指
導
、
育
成
が
で
き

て
お
ら
ず
地
区
に
よ
り
温
度
差
が
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
手
助
け
が
で
き
る
か
、
関
り
が
望

ま
し
い
か
検
討
す
る
。」と
の
こ
と
で
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②�

防
災
機
能
を
備
え
た
防
災
広
場
の
整
備
推

進
に
つ
い
て

　

10
月
に
揖
斐
下
水
道
処
理
場
の
隣
に
防
災

機
能
を
備
え
た
公
園「
防
災
ふ
れ
あ
い
広
場
」

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
防
災
機

能
を
付
加
し
た
拠
点
を
他
の
地
区
に
も
整
備

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
町
長
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
身
近
な
公
園
整
備
も
検
討
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
公
園
に
防
災
機

能
を
一
つ
で
も
備
え
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町 

長

①
自
主
防
災
組
織
制
度
は
、
平
成
15
年
の
導

入
か
ら
実
に
19
年
経
ち
ま
す
が
、
女
性
消
防

団
員
同
様
、
ご
指
摘
の
点
を
長
い
間
な
ぜ
取

り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
の
か
、
非
常
に
疑
問

で
あ
り
ま
す
。

　

長
年
か
け
て
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
、
私

が
町
長
に
就
任
し
て
急
に
、「
い
つ
ま
で
に
」、

「
進
み
具
合
は
」
と
言
わ
れ
て
も
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
女
性
消
防
団
員
制
度

と
同
様
に
、
今
、
一
生
懸
命
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
手
汲
の
井
戸
、
救

護
所
に
も
な
る
パ
ー
ゴ
ラ
等
の
防
災
機
能
を

も
っ
た
広
場
の
整
備
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た

も
の
で
す
。

　

各
地
区
に「
防
災
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
よ

う
な
大
規
模
な
も
の
を
整
備
す
る
の
は
難
し

い
で
す
し
、
現
時
点
で
実
施
時
期
を
示
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
断
水
時

で
も
最
低
限
ト
イ
レ
や
飲
み
水
に
使
え
る
水

を
汲
み
上
げ
ら
れ
る「
手
汲
の
井
戸
」
や
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
が
備
わ
っ
た
ス
ペ
ー
ス
を

各
地
区
の
避
難
所
付
近
に
整
備
し
て
い
く
必

要
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
部　
一
也 

議
員

施
設
利
用
の
制
限
と
町
の
活
力
に
つ
い
て

　

粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と
朝
鳥
公
園
の

施
設
の
利
用
に
、キ
ャ
ン
プ
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
禁
止
な
ど
一
部
利
用
制
限
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
施
設
利
用
を
制
限
す
る
こ
と
で
町
の

活
力
や
賑
わ
い
が
減
退
す
る
の
で
は
と
不
安

に
思
っ
て
い
る
住
民
も
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
長
の
答
弁
か
ら
、
私
は
、

観
光
推
進
に
は
集
落
か
ら
離
れ
た
長
者
の
里

や
月
夜
谷
等
の
既
存
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
活
用

し
、
粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
朝
鳥
公
園

は
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く

と
い
う
の
が
町
長
の
考
え
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
今
ま
で
粕
川
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
に
来
て
い
た
キ
ャ
ン
パ
ー
を
既

存
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
誘
導
す
る
政
策
を
検
討

す
れ
ば
活
力
を
逃
が
す
こ
と
が
な
い
と
考
え

ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
制
限
を
掲
げ
て
お
く
だ
け
で

な
く
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
住
民
に
対

し
て
方
向
性
を
示
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
２
つ
の
質
問
を
し
ま
す
。

①�

既
存
キ
ャ
ン
プ
場
の
活
用
方
針
な
ら
び
に

現
在
制
限
中
の
粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
、
朝
鳥
公
園
の
今
後
は
ど
の
よ
う
な
方

向
で
進
め
ら
れ
ま
す
か
。

②�

粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
朝
鳥
公
園
を

住
民
の
憩
い
の
場
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

今
後
の
施
設
の
整
備
を
ど
う
し
て
い
く
の

か
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町 

長

①
粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
使
用
制
限
に

つ
い
て
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
が
迷
惑
し
て
い
る
騒
音
や
ゴ
ミ
問
題
な
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有
識
者
ら
を
募
集
し
、
過
疎
化
対
策
の
た
め

の
政
策
議
論
の
場
を
設
け
、
活
発
な
議
論
を

と
お
し
て
提
言
さ
れ
た
こ
と
を
実
行
に
移
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。
行
動
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町 

長

①
中
学
生
に
対
す
る
私
の
回
答
に
つ
い
て
、

予
算
や
人
手
の
関
係
で
、
町
だ
け
で
対
応
で

き
な
い
こ
と
に
関
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
我

慢
を
強
い
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
例
え

ば
地
域
づ
く
り
協
議
会
な
ど
地
域
の
方
々
に

そ
の
一
部
を
担
っ
て
い
た
だ
く
と
か
、
今
年

度
か
ら
行
っ
た
除
雪
路
線
の
見
直
し
の
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
住
民
の
皆
さ
ん
に
我
慢
を
お

願
い
し
て
い
た
こ
と
を
少
し
で
も
減
ら
す
よ

う
地
道
に
努
力
し
て
い
る
と
い
う
主
旨
で
す

の
で
、
誤
解
が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
多
岐
に
わ
た
る
諸
課
題
へ
の
対
応

で
す
が
、
ま
さ
し
く
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の

で
、
時
間
的
に
も
逐
一
答
弁
は
か
な
い
ま
せ

ん
が
、
ど
の
問
題
も
さ
ら
な
る
方
策
は
必
要

で
す
。
一
方
で
、
行
政
の
み
の
力
で
は
限
界

が
あ
る
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
解
決
し
て
い
く
し
か
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

②
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
シ
ス
テ
ム
の
契

約
期
間
の
関
係
で
、
全
面
的
な
改
善
は
難
し

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
次
回
の
更
新
時

に
は
、よ
り
見
や
す
い
、利
用
し
や
す
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
発
信
、
情
報
提
供
の
媒
体
は
、

レ
や
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
も
あ
り
ま
す
し
、
朝

鳥
公
園
も
公
園
内
の
河
川
に
橋
が
か
け
ら
れ

た
り
、
河
道
内
も
一
定
の
整
備
が
な
さ
れ
、

ト
イ
レ
や
水
道
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

河
川
敷
等
で
も
あ
り
、
ま
た
自
然
を
活
か

す
意
味
で
も
、
あ
ま
り
人
間
の
手
を
入
れ
る

過
度
の
整
備
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま

す
が
、
ト
イ
レ
等
古
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
に
応
じ
て
改
修
や
補
修
は
進
め
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
園　
敏
朗 

議
員

中
学
生
と
町
長
が
語
る
会
か
ら

　

９
月
14
日
に
町
内
す
べ
て
の
中
学
３
年
生

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た「
中
学
生
と
町
長

が
語
る
会
」
で
の
４
つ
の
テ
ー
マ
、「
学
校

の
設
備
改
善
」、「
通
学
環
境
」、「
揖
斐
川
町

の
活
性
化
」、「
揖
斐
川
町
の
行
政
推
進
」
の

中
か
ら
４
点
質
問
し
ま
す
。

①
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
「
通
学
環
境
」
の
テ
ー
マ
の
中
で
、
通
学

路
に
雑
草
が
延
び
視
界
が
悪
い
と
こ
ろ
や
道

路
に
ひ
び
が
あ
る
の
で
道
路
の
整
備
を
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
対
し
、
町
長
は
、
道

路
の
破
損
や
落
石
に
つ
い
て
は
県
や
町
が
定

期
的
に
点
検
を
し
て
い
る
。
草
刈
り
に
つ
い

て
は
、
面
積
も
広
く
道
路
の
総
延
長
も
長
い

た
め
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
優
先
順
位
を

つ
け
て
や
っ
て
い
く
が
、
十
分
に
至
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。
限
ら

れ
た
予
算
で
全
て
の
地
域
に
対
応
す
る
の
は

極
め
て
難
し
い
と
い
う
こ
と
は
私
も
十
分
に

理
解
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
人
口
が
減
少
し
高
齢
化
が
進

み
、
町
の
歳
入
が
減
っ
て
く
る
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
も
影
響
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

道
路
や
施
設
管
理
、
防
災
、
高
齢
者
支
援
、

見
守
り
、空
き
家
や
里
山
の
維
持
管
理
な
ど
、

こ
の
先
、
多
岐
に
わ
た
る
諸
課
題
が
出
て
き

ま
す
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
予
算
的

な
こ
と
も
含
め
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

　
「
揖
斐
川
町
の
活
性
化
」
の
テ
ー
マ
の
中

で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
対
す
る
提
言
に
対
し
、

町
長
は
、
ま
だ
ま
だ
な
の
で
も
う
少
し
し
っ

か
り
や
り
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
情
報
発
信
し

た
い
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
前
回
の
一

般
質
問
の
と
き
よ
り
少
し
は
良
く
な
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
現
在
役
場
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
に
対
し
、
本
気
で
真
剣
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
取
得
率
も
半
年
で

12
％
向
上
し
、
10
月
に
関
し
て
は
県
下
で
２

番
目
の
取
得
率
で
し
た
。「
行
政
が
本
気
に

な
っ
て
真
摯
に
取
り
組
め
ば
や
れ
る
」
と
い

う
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
最
高
の
も
の

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

③
中
学
生
の
特
産
品
の
開
発
に
つ
い
て

　

谷
汲
中
学
校
で
は
、
総
合
学
習
と
し
て
、

谷
汲
の
魅
力
発
信
を
テ
ー
マ
に
全
校
生
徒
が

グ
ル
ー
プ
や
個
人
で
開
発
や
魅
力
探
し
を

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
町
長
と
語
る
会

の
中
で
、
谷
汲
で
作
っ
た
も
の
を
商
品
化

し
た
い
と
提
言
さ
れ
た
こ
と
が「
谷
汲
サ
イ

ダ
ー
」
と
い
う
形
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

谷
汲
サ
イ
ダ
ー
は
も
み
じ
ま
つ
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
や
門
前
の
お
店
で
も
販
売
さ
れ
、
そ

の
利
益
は
谷
汲
の
た
め
に
使
わ
れ
る
そ
う
で

す
。
谷
汲
で
は
中
学
生
が
地
元
の
た
め
に
こ
こ

ま
で
の
こ
と
を
考
え
て
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
以
前
よ
り
、
行
政
も
揖
斐
川
町
な
ら

で
は
の
特
産
品
の
開
発
や
支
援
、
特
に
Ｐ
Ｒ

を
も
っ
と
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
町
長
は
か
つ
て
の
答
弁
で
、「
民

間
が
主
導
と
な
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
行
政
は
見
守
る
だ
け

で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
後
押
し
を

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

④
過
疎
化
問
題
に
つ
い
て

　

中
学
生
か
ら
の
過
疎
問
題
に
対
す
る
町
長

の
回
答
は
、
適
格
に
現
状
分
析
を
さ
れ
、
若

い
人
が
出
て
い
く
か
ら
過
疎
化
が
進
行
す
る

な
ど
、ま
さ
に
そ
の
と
お
り
の
内
容
で
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
回
答
の
中
に
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
過
疎
化
対
策
を
し
て
い
く

の
か
と
い
う
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

県
下
で
も
か
な
り
充
実
し
た
子
育
て
支
援

策
を
実
施
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
人
口
は

減
少
し
、
昨
年
の
出
生
数
は
68
人
で
す
。
危

機
感
を
も
っ
て
過
疎
化
対
策
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
長
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す

べ
き
と
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
私
は
、
行
政
主
導
で
町
職
員
、
住
民
、
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ペ
ー
ス
で
少
子
高
齢
化
や
大
都
市
圏
へ
の
人

口
流
出
に
よ
る
人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
創
生
す
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
町
民
や
建
築
会
社
の
方
に

話
を
伺
う
と
、
町
内
に
宅
地
物
件
が
少
な
く

近
隣
の
市
町
に
建
築
さ
れ
る
方
が
多
い
、
上

下
水
道
を
利
用
す
る
際
の
自
費
で
の
延
伸
工

事
費
用
が
他
市
町
よ
り
高
額
に
な
る
、
空
き

家
を
解
体
し
た
い
が
解
体
後
の
固
定
資
産
税

が
高
額
に
な
る
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
が
現
役
世
代
の

人
口
流
出
の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
宅
地
を
開
発
し
や
す
い
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、
上
下
水
道
の
延
伸

補
助
制
度
の
創
設
、
宅
地
開
発
や
宅
地
提
供

の
た
め
に
空
き
家
を
解
体
し
た
土
地
に
対
す

る
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
な
ど
、
現
役
世

代
や
子
育
て
世
代
が
揖
斐
川
町
に
家
を
建
て

や
す
い
環
境
を
整
え
る
制
度
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
、
揖
斐
川
町
の
高
齢
化
は
、
高
齢
者

が
急
激
に
増
え
た
の
で
は
な
く
、
現
役
世
代

や
子
育
て
世
代
の
流
出
過
多
に
よ
り
進
ん
で

き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
と
な
っ
た
年
齢
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
、
伝
統
行
事
や
伝
統
芸

能
の
担
い
手
不
足
な
ど
に
影
響
が
出
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
高

齢
者
を
支
え
て
く
れ
る
若
い
世
代
に
投
資
す

る
こ
と
、
子
育
て
世
代
へ
の
政
策
を
打
つ
こ

と
は
、
消
滅
可
能
性
都
市
で
あ
る
揖
斐
川
町

を
こ
の
先
消
滅
さ
せ
な
い
た
め
に
も
必
要
な

い
ま
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
限
ら
ず
、
今
進
め

て
い
る
ロ
ゴ
フ
ォ
ー
ム
、
さ
ら
に
は
防
災
行

政
無
線
で
は
同
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
ア
プ
リ
で
情
報
提
供
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

ツ
イ
ッ
タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
を
通

じ
て
の
情
報
発
信
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
率
に
関
し

て
も
、
半
年
間
で
12
％
の
取
得
率
の
伸
び
は

県
下
２
位
の
高
い
取
得
率
で
す
が
、
そ
れ
を

も
っ
て
し
て
も
よ
う
や
く
最
下
位
を
脱
出
で

き
た
程
度
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
り
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に
ほ
と
ん
ど
努
め
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
と
い
え
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
過
去
の
対
応
の
遅
れ
に
も
一
生

懸
命
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

③
特
産
品
開
発
に
つ
い
て
、
過
去
の
私
の
答

弁
を「
民
間
に
任
せ
て
見
守
る
だ
け
」
と
理

解
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
誠
に
遺
憾
で
す
。

現
実
に
は
、
見
守
る
ど
こ
ろ
か
町
と
し
て
特

産
品
開
発
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
現
に
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
中
心
と
な
り
春
日
の
特
産
品
で
あ
る

薬
草
を
使
っ
た
新
た
な
特
産
品「
ぎ
ふ
コ
ー

ラ
」
の
開
発
が
さ
れ
ま
し
た
し
、
旧
徳
山
村

の
唐
辛
子「
徳
山
な
ん
ば
」
の
商
品
化
、
旧

春
日
村
の
伝
統
野
菜
で
あ
る「
春
日
豆
」
な

ど
３
品
目
の
飛
騨
美
濃
伝
統
野
菜
認
証
、
さ

ら
に
現
在
は
、
４
品
目
と
な
る「
春
日
は
る

な
」
の
認
証
に
向
け
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
、
特
産
品
に
関
し
て
は
、
生

産
者
、
製
造
者
の
皆
さ
ん
の
尽
力
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
か
ら「
期
待
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、民
間
に
開
発
、

振
興
を
丸
投
げ
し
、
町
は
見
守
る
だ
け
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
誤
解
な
き
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

④
過
疎
対
策
、
人
口
問
題
に
関
し
て
の
中
学

生
の
質
問
に
対
し
過
疎
対
策
の
説
明
が
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
説
明
が
な
か
っ

た
か
ら
対
策
を
し
て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
限
ら
れ
た
授
業
時
間
内
で
な
る
べ

く
多
く
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
発
言
し
て
も
ら

い
た
い
こ
と
か
ら
、
個
々
の
質
問
に
十
分
な

説
明
の
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
実
際
に
は
人
口
対
策
の
一
つ
の
切
り
口

と
し
て
、
今
住
ん
で
い
る
方
々
が
住
み
や
す

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
詳

細
は
衣
斐
議
員
の
新
年
度
予
算
の
重
点
に
関

す
る
質
問
へ
お
答
え
し
た
よ
う
な
様
々
な
事

業
、
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

若
者
が
都
会
に
出
て
い
く
原
因
、
例
え
ば

働
く
場
所
が
な
い
と
か
子
育
て
支
援
が
少
な

い
と
か
、様
々
原
因
の
指
摘
は
あ
り
ま
す
が
、

根
本
の
原
因
は
も
っ
と
奥
深
い
難
し
い
も
の

が
あ
る
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
子
ど
も
は
都
会
に
出
し
て
、
他

の
若
者
の
流
出
は
防
ご
う
、
ま
た
都
会
か
ら

移
住
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
実
態
、
考
え
方

が
今
の
人
口
対
策
の
難
し
さ
を
象
徴
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
部
分
も
ふ
ま
え

て
、
今
後
の
対
策
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
過
疎
対
策
、
町
の
活
性
化
に
つ
い

て
議
論
の
場
を
設
け
、
提
言
さ
れ
た
意
見
を

実
行
し
て
い
く
べ
き
と
の
こ
と
で
す
が
、
議

論
は
こ
れ
ま
で
も
た
く
さ
ん
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
有
効
な
解
決
策
が
見
つ
か

ら
ず
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
私
は
、
議
論
も

大
事
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
す
ぐ
に
で
き
る

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ま
ず
は
行
動
を
起
こ
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
な
時
期
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
揖
斐
川
町
で
は
、
マ
ル
シ
ェ
や
軽
ト

ラ
市
な
ど
各
地
区
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
手

で
自
主
的
、
自
発
的
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
地

域
づ
く
り
、
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
こ
そ
町
の
活
性
化
で
あ
り
、
過
疎
化
対
策

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
変
わ
ら
な
く
ち
ゃ

揖
斐
川
町
」
と
い
う
私
の
訴
え
に
呼
応
し
、

新
た
な
住
民
レ
ベ
ル
で
の
こ
う
し
た
動
き
が

芽
生
え
て
き
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

元
気
の
な
い
町
に
人
口
が
増
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
が
様
々
対
策
を
講
じ
住

み
続
け
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
も

大
事
で
す
が
、
同
時
に
住
民
の
皆
さ
ん
が
自

ら
行
動
を
起
こ
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
で
は
、今
、

揖
斐
川
町
は
非
常
に
い
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ

つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
動

き
を
町
と
し
て
し
っ
か
り
と
応
援
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 
國
枝　
誠
樹 

議
員

現
役
世
代
の
町
外
流
出
対
策
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
は
社
会
全
体
に

お
い
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
揖

斐
川
町
に
お
い
て
も
全
国
平
均
を
上
回
る
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常
に
負
担
の
少
な
い
事
業
で
す
。
さ
ら
に
事

業
期
間
と
し
て
数
十
年
か
け
て
移
転
を
行
う

こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
も
対
象
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
気
持

ち
を
調
査
し
、
移
転
事
業
の
可
能
性
を
検
討

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

町 

長

　

集
団
移
転
事
業
の
採
択
要
件
と
し
て
、
対

象
区
域
の
全
戸
が
移
転
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
地
域
指
定
も
単
に
移
転
希
望
者
の
み
で

自
由
に
区
域
設
定
を
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
本
事
業
の
活
用
に
は
、
移
転
対

象
地
域
の
全
住
民
の
合
意
が
大
前
提
で
す
し
、

住
み
慣
れ
た
地
域
へ
の
愛
着
、
移
転
先
の
条

件
や
対
象
住
民
と
の
協
議
な
ど
に
非
常
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
、
ま
た
国
の
補
助
が
あ
る

と
は
い
え
住
宅
の
建
築
費
用
と
し
て
多
額
の

自
己
負
担
を
要
す
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る

と
慎
重
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

現
在
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
砂
防
事
業
や
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
の
要
望
は
あ
り
ま
す
が
、
集
団
移
転
の
要

望
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報
提
供
程
度
は
可
能

で
す
が
、
現
時
点
で
本
事
業
を
積
極
的
に
町

か
ら
働
き
か
け
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
地
域
全
体
の
方
が
移
転
を
要
望

さ
れ
た
際
に
は
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
質
問
し
ま
す
。

　

町
と
し
て
現
役
世
代
の
流
出
対
策
の
た
め

の
制
度
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
役
世
代
の
流
出
の
問
題
に
対
し

て
、
町
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
さ
れ
ま
す
か
。

町 

長

　

若
い
方
が
町
を
離
れ
ら
れ
る
原
因
は
多
種

多
様
で
す
。
そ
の
中
の
数
あ
る
原
因
の
一
つ

と
し
て
、
揖
斐
に
家
を
建
て
よ
う
に
も
宅
地

が
な
い
、
上
下
水
道
の
敷
設
に
際
し
て
延
伸

工
事
の
自
己
負
担
が
大
き
い
こ
と
を
指
摘
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
ど
の
程
度

流
出
原
因
に
な
っ
て
い
る
か
は
デ
ー
タ
も
な

い
こ
と
か
ら
判
断
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
す
。

む
し
ろ
、
家
を
建
て
る
な
ら
雪
が
少
な
く
、

岐
阜
、
大
垣
、
名
古
屋
な
ど
の
都
市
に
近
く
、

通
勤
、
通
学
、
買
い
物
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
面
で
便
利
な
南
部
の
ほ
う
の
町
が

い
い
と
の
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
流
出
原
因
と
い
う
の
は
各

個
人
の
考
え
や
事
情
で
異
な
り
、
ま
さ
に

多
岐
に
わ
た
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

個
々
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
要
因
分

析
を
し
、
総
合
的
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
の
人
口
流
出
対
策
、
移
住
定
住
対
策
と

し
て
は
、
保
育
料
、
医
療
費
、
給
食
費
の
無

償
化
を
は
じ
め
、
新
築
補
助
金
、
税
の
減
免
、

移
住
者
へ
の
補
助
金
、
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
の
補
助
、
結
婚
・
出
産
祝
い
金
な
ど
す

で
に
制
度
化
さ
れ
た
多
く
の
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
議
員
ご
指
摘
の
点
を
含
め
、
有
効
な

手
立
て
を
引
き
続
き
打
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
操
法
大
会
の
ハ
ー
ド
な
練
習
を

嫌
っ
て
町
外
へ
転
出
さ
れ
る
方
が
い
る
と
い

う
話
も
伺
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
操
法
大
会

の
廃
止
で
消
防
団
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

り
、
消
防
を
理
由
に
町
外
へ
転
出
さ
れ
る
方

が
少
な
く
な
れ
ば
、
こ
れ
も
立
派
な
流
出
防

止
策
と
も
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

消
滅
可
能
性
都
市
の
話
も
あ
り
ま
し
た

が
、
養
老
鉄
道
の
存
続
は
ま
さ
し
く
揖
斐
川

町
の
存
続
、
流
出
対
策
の
肝
だ
と
思
い
ま
す

し
、
現
在
は
教
育
分
野
の
課
題
と
思
わ
れ
て

い
る
揖
斐
高
の
存
続
に
つ
い
て
も
、
揖
斐
高

が
な
く
な
る
こ
と
で
町
の
衰
退
は
は
っ
き
り

と
表
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

の
対
策
も
し
っ
か
り
や
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
面
的
に
流
出
の
原

因
を
調
査
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も

様
々
な
対
策
、
建
設
的
な
意
見
を
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

宇
佐
美　
直
道 

議
員

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
か
ら
の
移
住
に
つ

い
て

　

少
子
高
齢
化
は
日
本
全
体
の
問
題
で
す

が
、
揖
斐
川
町
で
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ

り
、
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
感
じ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
特
に
山
間
部
で
は
、
長
期

的
な
視
点
か
ら
集
落
の
維
持
へ
の
懸
念
や
近

年
増
加
し
て
い
る
土
砂
災
害
に
対
す
る
不
安

感
も
あ
り
、
交
通
の
便
も
よ
く
、
よ
り
安
全

な
場
所
へ
の
移
住
を
お
考
え
の
方
も
み
え
る

と
思
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
伴
う
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
限
界
集
落
問
題
に

対
す
る
移
住
へ
の
関
心
も
伺
え
、
移
住
を
限

界
集
落
問
題
の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
検
討

す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
限
界
集
落
等
に
お
住
ま
い
の
方
々
に

と
っ
て
は
、
移
住
す
る
と
な
る
と
移
転
先
の

選
定
や
移
住
に
係
る
諸
費
用
の
問
題
か
ら
な

か
な
か
決
断
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
は
東
日
本
大

震
災
な
ど
の
被
災
地
を
対
象
と
し
て
い
た

「
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
」
が
令
和
２
年

か
ら
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
も
対
象
と
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

及
び
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
等
か
ら
の
移

転
も
町
が「
移
転
促
進
地
域
」
を
指
定
し
た

上
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
移
住
者
は
町
が
整
備
し

た
住
宅
団
地
で
の
住
宅
建
築
費
用
の
負
担
は

必
要
で
す
が
、
引
っ
越
し
費
用
、
旧
宅
の
取

り
壊
し
費
用
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
な
ど
の

補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
移
転
元
の

土
地
は
町
が
買
い
取
る
こ
と
か
ら
住
宅
建
築

費
用
を
実
質
減
額
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。
町
と
し
て
も
、
移
転
先
の
住
宅
団
地

の
整
備
費
用
や
移
転
者
へ
の
補
助
金
な
ど
の

移
転
関
連
事
業
費
の
94
％
を
国
が
賄
う
、
非



23 Public Information IBIGAWA  2023. 2

令和４年分申告相談会場・日程
■揖斐川地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

16 木 北方

9時～16時
※土・日・祝日
　を除く。

揖斐川町役場

17 金 大和（上南方）

20 月 大和
（若松・房島・極楽寺）

21 火 𦙾永
22 水 清水

24 金 小島
（上野・白樫・市場・瑞岩寺）

27 月 小島
（上記以外の地区）

28 火 揖斐

３

1 水 揖斐

2
～
15

木
～
水
揖斐川地域全域

■谷汲地域　
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

16 木 神原・木曽屋・有鳥

9時～15時
※土・日・祝日
　を除く。

谷汲振興事務所

17 金 高科・岐礼・沖野
20 月 府内・上長瀬
21 火 下長瀬・赤石・山田
22 水 深坂
24 金 大洞
27 月 名礼
28 火 徳積

3/1

～

3/15

水
～
水
谷汲地域全域

■春日地域　
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

16 木 滝・樫・上ヶ流

9時～15時
※土・日・祝日
　を除く。

春日振興事務所

17 金 下ヶ流
20 月 香六・古屋
21 火 小宮神
22 水 川合・中山
24 金 美束

2/27

～

3/15

月
～
水
春日地域全域

■久瀬地域　
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/16

～

3/15

木
～
水
久瀬地域全域

9時～15時
※土・日・祝日
　を除く。

久瀬振興事務所

■藤橋地域　
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/16

～

3/15

木
～
水
藤橋地域全域

9時～15時
※土・日・祝日
　を除く。

藤橋振興事務所

■坂内地域　
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/16

～

3/15

木
～
水
坂内地域全域

9時～15時
※土・日・祝日
　を除く。

坂内振興事務所

◆期間中は、大垣市民会館で税務署の確定申告相談が開設されますのでご利用ください。
　９時～ 17時。（土・日・祝日を除く）
　※混雑緩和のため、「入場整理券」が必要です。
　※�入場整理券は申告会場での当日配付、またはLINEアプリを使ったオンラインでの事前発行の二通りで配

付します。
　※前年までの会場（大垣市情報工房）から変更されておりますのでご注意ください。
◆�譲渡所得（土地・建物・株式を売った場合など）のある方や、初めて住宅ローン控除を受ける方、贈与税・
消費税・青色申告の方については、「大垣市民会館」で申告を受け付けております。
　揖斐川町役場および各振興事務所では受け付けできません。

「所得税「所得税およびおよび復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」のお知らせのお知らせ

申告受付期間　２月16日（木）～３月15日（水）※土・日・祝日を除く
町県民税の申告書は、2月上旬頃郵送予定です。申告書が届かなくても必要な方は申告してください。
申告には、所得税および復興特別所得税の確定申告（国税）と町県民税申告（地方税）がありますが、所得税

および復興特別所得税の確定申告をされますと、同時に「町県民税申告」がされたものとみなされます。
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「所得税「所得税およびおよび復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」のお知らせのお知らせ

所得税および復興特別所得税の確定申告が必要な方
（１）　�令和４年中の所得金額の合計額から所得控除の合計額を差し引いた金額が税額控除（住宅ローン控除

等）の合計額以上の方。
（２）　給与所得者のうち、たとえば、次のような方が該当します。
　　①　お勤め先で年末調整を受けていない方
　　②　�２カ所以上から給与を受けていて、年末調整をされなかった給与収入金額と、給与所得および退職

所得以外の所得金額との合計額が20万円を超える方
　　③　給与所得者の方で給与などの収入金額の合計額が2,000万円を超える方
（３）　�土地、建物、株などの売却による譲渡所得のあった方（但し、上場株式の譲渡所得で、特定口座の取

引で源泉徴収されている場合は、申告しなくても差し支えありません）
（４）�上記以外の方でも医療費控除、寄附金控除または雑損控除など各種控除を受けたい方や、雑所得や一

時所得など各種所得の合計額から所得控除を差し引いて残額のある方などは、確定申告をする必要が
あります。

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策にご協力ください
◆咳・発熱等の症状がある方や、体調のすぐれない方は来庁をご遠慮ください。
◆入場の際に検温を行います。37.5度以上の発熱が認められる場合は、入場をお断りさせていただきます。
◆�来庁される際は、感染拡大防止策をご理解の上、マスクの着用、手洗い（手指消毒液の利用）など感染防止
へのご協力をお願いします。
◆来庁される際は、できる限り少人数でお越しください。
◆会場入口にて、ご来場された方のお名前、連絡先を記入していただきます。
◆�新型コロナウイルス感染症の防止対策により、「三密」を避けるためにも、自宅でスマホやパソコンでも作成・
提出ができますのでご協力をお願いします。詳細は、国税庁ホームページ　https://www.nta.go.jp
◆混雑状況により、後日の来場をお願いすることがあります。

町県民税申告が必要な方
　令和５年１月１日現在、揖斐川町内に住所のある方で、次の①～③のすべてに当てはまる方
①　所得税および復興特別所得税の確定申告をされない方
②　給与所得のあった方で勤務先から役場へ「給与支払報告書」の提出のない方
　※提出の有無は勤務先にご確認ください。
③　営業、地代、家賃、配当、農業、年金などの所得があった方
注）�令和４年中に所得がなかった方でも、申告が必要な場合があります。（生活状況等を記入して申告して
いただくこととなります）

•国民健康保険に加入している方（国民健康保険税の計算に必要となります）
•所得に関する証明書が必要な方（�国民年金保険料免除申請、福祉医療、児童扶養手当などの公的扶助､ 町営住宅入

居、幼児園入所、教育等に関する申請に必要となる場合があります）

年金受給者の確定申告不要制度
　公的年金等を受給されている方で、次の①・②のどちらにも当てはまる方は確定申告が不要です。
①　公的年金等の収入金額が400万円以下の方（複数から受給されている場合は、その合計額です）
②　当該年金以外の他の所得金額の合計が20万円以下の方
　注）所得税の還付を受ける場合は確定申告が必要となります。
　　※�確定申告書の提出を要しない場合であっても、公的年金等に係る雑所得以外に所得のある方や控除内

容に変更または追加のある方などは、町県民税の申告が必要になる場合があります。
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　医療費控除・セルフメディケーション税制の領収書（レシート）について

領収書（レシート）の添付・提示に代わり、「医療費控除の明細書」または「セルフメディケーション税制の
明細書」（令和４年1月から12月の間に支払ったもの）を記入し、提出していただきます。これらの様式は、
役場税務課（各振興事務所）、税務署窓口または、町および国税庁ホームページからも取得できますのでご利用
ください。
なお、「医療費控除の明細書」は医療保険者から交付を受けた医療費通知などを提出することで記入を省略
することができます。（医療費通知の内容によっては省略できない場合もあります）
また、どちらの控除も、領収書等はご自宅で5年間保管していただき、税務署から提示等の求めがあった際
は応じなければなりません。
•�セルフメディケーション税制の明細書には、健康への保持増進および予防への取組を行ったことを明らかに
する書類、医療費等のうち保険金などで補填される金額のわかるものが必要となります。
•�医療費控除とセルフメディケーション税制は、選択制です。どちらか一方のみの控除を受けることができます。
　※医療費等領収書の添付または提示では受付できません。

　申告書作成に必要なもの

●給与所得、退職所得、公的年金に係る雑所得の源泉徴収票の原本
●所得控除を受けるために必要な証明書、領収書など（令和４年1月から12月分のもの）
　•生命保険料、地震保険料、旧長期損害保険料の控除証明書
　•社会保険料、国民健康保険税、国民年金保険料、介護保険料等の控除証明書または領収書
　•配偶者所得のわかるもの
　•障害者控除を受ける方は身体障害者手帳や療育手帳など
　•�寄附金控除に伴うふるさと納税などの「寄附を証明する書類（受領書）」（ワンストップ特例制度を利用され
た場合でも、医療費控除などにより確定申告を行う場合は、ワンストップ特例制度は無効となるため、同
時に寄附金控除の申告を行う必要があります）

●申告者本人名義の金融機関名および口座番号がわかるもの（所得税の還付を受ける場合）
●利用者識別番号がわかるもの（お持ちの方のみ）
●�マイナンバーカードまたは個人番号通知カード（令和2年5月25日以降記載内容に変更がないカードのみ）
もしくはマイナンバーが記載された住民票（写）※扶養親族となる方のマイナンバーも必要となります。
●申告される方の運転免許証等本人確認ができる書類
　※�代理でご家族の申告をされる場合は、ご家族ご本人の「マイナンバーカードまたは個人番号通知カード
（令和2年5月25日以降記載内容に変更がないカードのみ）」および「本人確認書類」が必要です。

●�「確定申告のお知らせ」（はがきまたは通知書）または町県民税の申告書（税務署または役場から送付された方のみ）

◆お願い◆
　申告期間中は会場が大変混雑します。混雑緩和のため次の点にご協力ください。
•�営業・不動産・農業所得のある方は、収支内訳書を事前に作成し持参してください。
　�収支内訳書については、国税庁のホームページから取得できますのでご利用ください。
•�「医療費控除の明細書」は、医療機関・薬局・かかった人毎に集計、記入してください。明細書の様式につ
いては、役場税務課（各振興事務所）または、町および国税庁のホームページからも取得できますのでご利
用ください。
　揖斐川町ホームページ  https://www.town.ibigawa.lg.jp　　国税庁ホームページ  https://www.nta.go.jp
•�「収支内訳書」の事前作成や「医療費控除の明細書」などの集計ができていない場合は、申告相談をお受けで
きない場合があります。

【お問い合せ】税務課　℡２２－２１１５
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　人件費とは・・・　
人件費とは、職員の給与・手当そのほか、町長・議員な
どの特別職の給料・報酬、各種委員報酬など、またこれら
に伴う各組合への負担金などのことをいいます。
令和３年度の決算では次のようになります。

■令和３年度人件費の状況� （単位：千円）
歳出総額（A） 人件費（B） 人件費以外
14,376,239 1,791,633 12,584,606

・人件費率（B/A）　12.5％

　給与とは・・・　
職員が勤労を提供し、その対価として得るものが「給与」
です。給与は、経験年数や学歴、勤務成績などにより決定
される「給料」とこれを補完する「各種手当」とに分けられ
ます。各種手当とは扶養手当、通勤手当、住居手当、期末
勤勉手当、時間外勤務手当などのことです。

■職員給与の予算の状況
� 令和４年４月１日現在（単位：千円）
職員数（A） 給　料 職員手当 期末勤勉手当
240 人 852,943 146,417 317,072

給与費計（B） 一人当たり給与費（B/A）
1,316,432 5,485

※職員手当には退職手当は含まれていません。

　職員の平均給与額は・・・　
� 令和４年４月１日現在

区　分 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 310,401 円 47.05 歳
技能労務職 244,385 円 56.06 歳

　初任給は・・・　
初任給は、新規学卒者のように前職がない場合には下記
の表のとおり決定されます。
■初任給の状況（一般行政職）� 令和４年４月１日現在

区　分 決定初任給
大学卒 182,200 円
短大卒 163,100 円
高校卒 150,600 円

　級別職員数の状況　
� 令和４年４月１日現在
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

合計標準的職務
内　　　容 主事 主任 係長・

主査
課長
補佐

課長・
主幹 次長 部長

職員数（人） 45 18 73 37 26 7 5 211

構成比（％） 21.3 8.5 34.6 17.6 12.3 3.3 2.4 100.0
（注）�揖斐川町職員の給与に関する条例の給料表区分に基づく

再任用職員、技能労務職、医療職を除く職員数です。

　特別職の報酬等の状況　
� 令和４年４月１日現在

区　分 給与月額 期末手当

給
　
料

町　長 750,000 円   6 月期　　2.15 月分
12 月期　　 2.15 月分
    計　　　　4.3 月分副町長 600,000 円

区　分 給与月額 期末手当

報
　
酬

議　長 300,000 円
  6 月期　　 2.15 月分
12 月期　　2.15 月分
    計　　　 4.3 月分

副議長 260,000 円

議　員 250,000 円

　職員手当の状況　
� 令和４年４月１日現在
区　分 期　末 勤　勉

期末・勤勉
手 当 支 給
割　　　合

 6 月期 　1.200 月分 0.95 月分
12 月期 　1.200 月分 0.95 月分

職務上の段階などに応じた加算措置 ･･･ 有

退職手当
（支給率）

退職事由 自己都合 定年・応募認定
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2～ 30%加算）

扶養手当

配偶者は月額 6,500 円
子は月額 10,000 円
その他の扶養親族は 1人につき月額 6,500 円
16 歳から 22 歳の子には月額 5,000 円加算

住居手当 月額 16,000 円を超える家賃の額に応じ、
最高で 28,000 円まで

通勤手当

①交通機関等利用者
　運賃相当額に応じ最高 55,000 円まで
②自動車等使用者
　片道２㎞以上の職員に対して、距離に応じ
　月額 2,000 円から 31,600 円まで

　職員数の状況　
� 各年 4 月 1日現在

区　　　分
職　　員　　数

増減
令和３年度 令和４年度

一 般 行 政 部 門 ２０４人 ２０５人 １
教 育 部 門 ２７人 ２６人 ▲１
公営企業等部門 ６人 ６人 ０

合　計 ２３７人 ２３７人 　０

揖斐川町職員の給与を公表します
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民生委員・児童委員および主任児童委員を紹介します
　次の方が12月1日付けで民生委員・児童委員および主任児童委員に就任され、地域での福祉活動などにご尽力
いただくことになりましたので、ご紹介します。（任期：令和４年12月１日から令和７年11月30日）

民生委員・児童委員
地　区 担　当　地　域 氏　名

揖斐川

北新町・大光寺 岩間　正洋
上町・昭和町・上新町 松尾富美子
中町・下町 寺井　義典
下新町・松原 太宰　信子
七間町・上ミ野 日下部周子
栄町・前島 森田　守男
小谷・小野・桜町・志津山 小森　清晟
下岡島・上岡島・緑ヶ丘 松原いく子
房島１区・房島２区・房島３区 宗宮やす子
房島４区・房島５区・房島６区 小林　君代
伊尾野・桂・西若松・東若松・伊尾野団地 井口　澄子
南方 日下部富士子
極楽寺・間田瀬・姥坂 仲井　佐織
表山・大和団地・雇用促進住宅 竹藪たみ子
北方１区 古野ひさよ
北方２区・北方３区 栗田　祐子
北方４区・北方５区・北方６区・北方７区 宮川ますみ
白樫・市場の一部 瀬川　恵美
市場の一部・瑞岩寺 新川三智子
上野 髙田　一枝
上東野・堀・野中 髙橋加代子
大門・溝尻 窪田　義光
黒田・新宮・岡 石井　　圭
二ノ宮 林　　君代
和田 藤原　政子
清水区第１班（八幡・北町・中町） 神原　宮子
清水区第２班（南町・杉原・清水東） 奥山　末子
小柳・福島 大野由美子
長良・島・野田 堀　　節子
𦙾永１区・𦙾永４区（新栄町・出屋敷・五反田） 土川　　裕
𦙾永２区・𦙾永３区（溝口・浜里） 藤原　政文
𦙾永５区・𦙾永６区・𦙾永７区（中村・東瀬古・中瀬古・北瀬古・加茂） 波賀野靖二

谷　汲

深坂西・深坂中・深坂東 長柄　享子
大洞 石原　純子
上名礼北・上名礼南 矢野　正博
下名礼・中名礼 平井　松男
門前・新田・結城 今村　裕美
高科・伊野 小森　文男
岐礼・沖野 長谷川良子
府内・上長瀬 國枝　　修
下長瀬・赤石・山田 松井加代子
木曽屋・有鳥 神原　勝子
下神原・上神原 髙𣘺　靖明

地　区 担　当　地　域 氏　名

春　日

樫・下ヶ流 林　　孝芳
滝・上ヶ流 佐名　敏巳
香六・中山 中村　敬雄
小宮神・古屋 藤原　辰実
川合 小寺　　茂
寺本・尾西 駒月　和敏
種本・中瀬 新川　正康

久　瀬

乙原 森　　専正
東津汲・樫原 寺井由美子
小津 五十川みゆき
日坂 高橋　寿子
西津汲 高橋　仁志
外津汲 村瀬　幸司
三倉 竹中　定由

藤　橋
西横山 中川喜代文
東横山・鶴見・東杉原 中村　和子

坂　内

広瀬北 中井　政子
広瀬西（東） 近岡ひとみ
坂本 髙橋　圭子
川上 神谷　洋子
諸家 山口　昌子

主任児童委員
地　区 選　出　地　域 氏　　名

全　域

揖斐川 四井羽須美
揖斐川 小寺　義則
谷汲 山田小夜子
春日 小椋　壽巳
久瀬 高橋　哲也
坂内 朝倉　　聡
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令和４年度に65・70・75・80・85・90・95・100歳になられる方へ
高齢者肺炎球菌予防接種を受けましたか?

令和４年度高齢者肺炎球菌予防接種の接種期間は、 令和５年３月31日（金）まで  です。
接種希望の方は予診票を発行しますので、揖斐川保健センターまでお問い合わせください。
①対　　　象：令和４年度中に65・70・75・80・85・90・95・100歳になられる方の希望者

ただし、過去に「高齢者肺炎球菌予防接種」を受けられた方は対象となりません。
② 接 種 場 所：揖斐郡内の指定医療機関、岐阜県広域化予防接種医療機関
③自己負担金：3,000円（医療機関窓口でお支払いください。）
④持　ち　物：高齢者肺炎球菌予防接種予診票　※揖斐川保健センターで発行します。

接種に関してご不明な点がありましたら、ご連絡ください。
【お問い合せ】 揖斐川保健センター　☎ 2 3 － 1 5 1 1

新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、食費等の物価高騰等に直面する低所得の
子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活の支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金
を支給しています。
※本給付金は、全国一律の制度として実施します。
※�積極支給または申請によりすでに本給付金を受給した方は、同一児童については再度対象になりま
せんので、ご注意ください。

●支給対象者　　令和５年３月末時点で 18歳まで
　　　　　　　　（一定基準以上の障がいのある場合は 20歳未満）の児童を養育している方

ひとり親世帯分（※ひとり親世帯以外分の給付金を受け取った方を除く）
①、②のいずれかに該当する方
①�公的年金給付等を受けていることにより、令和４年４月分の児童扶養手当の支給が全部停止と
なっている方
②�新型コロナウイルス感染症の影響で家計が急変し、児童扶養手当を受給している方と相当の収
入になった方

ひとり親世帯以外分（※ひとり親世帯分の給付金を受け取った方を除く）
①、②のいずれかに該当する方
①�令和４年度分の住民税均等割が非課税である方
②�新型コロナウイルス感染症の影響により、令和４年１月以降の家計が急変し、住民税均等割が
非課税である方と相当の収入になった方

●給付額　　児童１人あたり一律５万円

●給付金の支給手続き
給付金を受け取るには、申請が必要です。申請書および添付書類を役場子育て支援課にご提出くだ

さい。（申請書は、役場子育て支援課に備え付けてあるほか、ホームページから入手できます。）

●申請受付期限　　令和５年２月 28日（火）まで（役場子育て支援課必着）
　　　　　　　　　※申請期限を過ぎての受付はできませんので、お早めに申請をお願いします。

●お問い合せ　　厚生労働省コールセンター　受付時間：平日９：00～ 18：00
　　　　　　　　　℡ 0120-400-903（ひとり親世帯分・ひとり親世帯以外分共通）
　　　　　　　　揖斐川町役場子育て支援課　受付時間：平日８：30～ 17：30
　　　　　　　　　℡ 22-2791

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金
（ひとり親世帯分・ひとり親世帯以外分）について（再掲）
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提

出
を
し
た
後
は
、
別
途
、

転
入
先
市
区
町
村
の
窓

口
で
転
入
届
等
の
手
続

が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

住
民
生
活
課　

℡
２
２
‒
２
７
８
６

 

町
有
物
件
を
売
却
し
ま
す

揖
斐
川
町
の
所
有
物
件
を
次
の
と
お
り
売

却
し
ま
す
。

■
物
件
番
号
４

・
所
在
地　

揖
斐
川
町
清
水
字
村
之
内

	

１
４
９
３
番
地
１
６

・
地　

目　

雑
種
地

・
面　

積　

２
６
９
．
３
３
㎡

・
最
低
売
却
予
定
価
格�

４
２
２
万
円

■
物
件
番
号
５

・
所
在
地　

揖
斐
川
町
清
水
字
村
之
内

	

１
４
９
３
番
地
１
７

・
地　

目　

雑
種
地

・
面　

積　

２
６
９
．
３
３
㎡

・
最
低
売
却
予
定
価
格�

４
１
８
万
円

■
物
件
番
号
６

・
所
在
地　

揖
斐
川
町
清
水
字
村
之
内

	

１
４
９
３
番
地
１
８

・
地　

目　

雑
種
地

・
面　

積　

２
６
９
．
３
４
㎡

・
最
低
売
却
予
定
価
格�

４
１
８
万
円

■
物
件
番
号
７

・
所
在
地　

揖
斐
川
町
清
水
字
村
之
内

	

１
４
９
３
番
地
１
９

・
地　

目　

雑
種
地

・
面　

積　

２
５
１
．
４
６
㎡

・
最
低
売
却
予
定
価
格�

４
０
２
万
円

■
売
却
方
法　
一
般
競
争
入
札

■
資
料
配
布
等

１
月
23
日（
月
）
～
１
月
27
日（
金
）

■
入
札
参
加
申
込
受
付
期
間

１
月
23
日（
月
）
～
２
月
22
日（
水
）

■
入
札
日
時

・
物
件
番
号
４　

２
月
24
日（
金
）
９
時

・
物
件
番
号
５　

２
月
24
日（
金
）
９
時
10
分

・
物
件
番
号
６　

２
月
24
日（
金
）
９
時
20
分

・
物
件
番
号
７　

２
月
24
日（
金
）
９
時
30
分

■
そ
の
他

・�

入
札
の
前
日
ま
で
に
入
札
保
証
金（
入
札

予
定
額
の
１
０
０
分
の
５
以
上
）
の
納
付

が
必
要
で
す
。
な
お
、
落
札
者
以
外
は
後

日
返
金
し
ま
す
。

・�

詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

財
政
課　

土
地
施
設
総
合
管
理
室

　

℡
２
２
‒
６
８
５
１

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　
　

所	

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６
番
地

・
建
設
年
度	

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

１
台

・
家　
　

賃	

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他	

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
長
瀬　
１
戸

・
住　
　

所　

揖
斐
川
町
谷
汲
長
瀬

	

９
２
９
番
地

・
建
設
年
度　

平
成
７
年
度

・
木
造
２
階
建　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

２
台

・
家　
　

賃　

２
９
，
８
０
０
円
～

■
敷　
　
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
ほ
か
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・

	

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

■
募
集
期
間

２
月
１
日（
水
）
～
２
月
15
日（
水
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日

・
令
和
５
年
３
月
下
旬
を
予
定

③
島
住
宅
お
よ
び
春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂

内
地
域
内
の
各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集

を
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

建
設
課　

℡
２
２
‒
２
８
０
１

 

第
27
回
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
開
催

東
海
職
業
能
力
開
発
大
学
校
が
、
も
の
づ

く
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
で
き
る
イ
ベ
ン

ト【
第
27
回
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン「
も
の
づ

く
り
・
人
づ
く
り
in
東
海
」】を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
名
古
屋
大
学 

鈴
木
達
也
教
授
に

よ
る「
人
と
共
生
す
る
自
動
運
転
に
向
け
て
」

と
題
し
た
記
念
講
演
、
学
生
の
卒
業
制
作
の

展
示
実
演
や
研
究
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日　
時　
２
月
22
日（
水
）

	

11
時
15
分
～
15
時
30
分

	

２
月
23
日（
木
・
祝
）

	

９
時
30
分
～
14
時
45
分

■
場　
所　
大
野
町
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　
無
料

【
お
問
い
合
せ
】

東
海
職
業
能
力
開
発
大
学
校

℡
３
４
‒
３
６
０
０
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寿
長
ご

さ
ん

12
月
の

髙
たか

橋
はし

峯
みね

子
こ

 さん
95歳（坂内坂本）

岩
いわ

間
ま

壽
す

美
み

子
こ

 さん
95歳（北方）

山
やま

口
ぐち

幸
さち

子
こ

 さん
95歳（清水）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
方
は
、
お
名
前
の
み
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
成な
る

瀨せ

さ
か
ゑ 

さ
ん�（
上
南
方
）
100
歳

　
谷た
に

村む
ら

絹き
ぬ

子こ 

さ
ん�

（
三
　
輪
）
95
歳

　
細ほ
そ

野の

正ま
さ

子こ 

さ
ん�

（
北
　
方
）
95
歳

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
令
和
５
年
度
事
業
お
よ
び

�

入
会
説
明
会
の
開
催

２
月
中
旬
よ
り『
令
和
５
年
度
事
業
お
よ

び
入
会
説
明
会
』
を
揖
斐
、
谷
汲
、
春
日
、

久
瀬
、
坂
内
、
藤
橋
地
区
に
て
開
催
し
ま
す
。

新
規
入
会
希
望
の
方
は
、
電
話
予
約
の
上
お

気
軽
に
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
新
規
入
会
説
明
会

・
日　

時　

３
月
９
日（
木
）
13
時
30
分
～

・
場　

所　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援

	

セ
ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

※�

そ
の
他
、
各
地
区
で
の
開
催
日
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
仕
事
の
受
付

自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ
に
頼
む
ま
で
も

な
い
仕
事
な
ど
、
お
困
り
の
時
は
ま
ず
は
お

電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
見
積
り
は

無
料
で
す
。
得
意
な
会
員
が
対
応
し
ま
す
。

派
遣
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
会
社
で
短

期
間
・
短
時
間
だ
け
人
手
が
ほ
し
い
と
い
う

事
業
主
様
も
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
病
院
等
の
付
き
添
い　
　

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
食

事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
等
）　

＊
軽
作
業　
　

＊
社
内
清
掃　

そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　
（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７

 

里
親
を
知
る
会（
個
別
相
談
会
）を
開
催

岐
阜
県
で
は
、
生
み
の
親
の
事
故
、
病
気

や
離
婚
等
に
よ
り
家
庭
で
暮
ら
せ
な
く
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
を
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い

て
、
親
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
た
だ
け
る

里
親
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

里
親
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
西
濃
子
ど
も

相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
開
催
日	

２
月
８
日（
水
）
13
時
～
15
時

	

３
月
４
日（
土
）
10
時
～
14
時

	

※
１
世
帯
30
分
程
度

■
場　
所	

西
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

【
お
問
い
合
せ
】

西
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
８
４
‒
７
８
‒
４
８
３
８

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

企
画
展「
弥
生
節
句
展
」 

開
催
の
お
知
ら
せ

当
館
で
は
、
２
月
18
日
よ
り「
弥
生
節
句

展
」
を
開
催
し
ま
す
。
雛
人
形
を
中
心
に
江

戸
期
か
ら
現
代
ま
で
の
人
形
や
軸
な
ど
多
数

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
２
月
18
日（
土
）～
３
月
12
日（
日
）

■
会
場　
第
一
展
示
室

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館　

℡
２
２
‒
５
３
７
３

 

町
民
参
加
型
合
唱
「
メ
サ
イ
ア
」
演
奏
会

■
期　
日　
２
月
12
日（
日
）

■
会　
場　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も

■
曲　
目　
ヘ
ン
デ
ル
作
曲「
メ
サ
イ
ア
」

■
前
売
券　
事
務
局
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
内
容
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

文
化
協
会
事
務
局　

℡
２
２
‒
１
１
２
０

　
（
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

公
民
館
活
動

公
民
館
活
動

☆
谷
汲
公
民
館

《
木
育
教
室
》

■
日
に
ち　

２
月
11
日（
土
）

■
時　

間　

９
時
15
分
受
付
～
11
時
半 

■
場　

所　

谷
汲
文
化
会
館
中
会
議
室

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

 

揖
斐
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
車
上
狙
い
に
注
意
！

揖
斐
郡
内
に
お
い
て
、
令
和
４
年
１
月
か

ら
11
月
末
現
在
で
、
６
件
の
車
上
狙
い
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
っ
た
ケ
ー
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
、

「
車
が
無
施
錠
状
態
」
で
駐
車
さ
れ
て
お
り
、

車
内
に
置
い
て
あ
っ
た
財
布
な
ど
が
盗
難
被

害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

～
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
～

〇�

車
か
ら
離
れ
る
際
は
、
必
ず
鍵
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

〇�

貴
重
品
を
車
内
に
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

不
審
者
等
を
見
か
け
た
場
合
は
、
警

察
に
１
１
０
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。
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男女共同参画ってなんだっけ？ 男女共同参画社会
の実現

№16

ここ最近、「ジェンダー」や「多様性」といった言葉を聞く機会が数年前に比べて増えてきました。新聞
やテレビでもこうしたテーマを取り上げていることが多々あります。企業の女性活躍に関する情報公開や、
男性の育休取得促進のための制度改正、多様で柔軟な働き方を選択するための働き方改革など、政府が進
める施策によって周知が進んでいるというだけでなく、「ジェンダーレスファッション」のように日常生活
においてもジェンダーという言葉やジェンダー平等という考え方が広まってきているからかもしれません。
また、LGBTやSDGｓなどの言葉と意味が身近に感じられるようになった人も多いのではないでしょうか。

世界経済フォーラムが発表した2022年の日本のジェンダーギャップ指数は146か国中116位で、先進国
の中で最低レベル、アジア諸国の中で韓国や中国、ASEAN諸国より低い結果となっており、日本の男女共
同参画は世界に遅れをとっていますが、ジェンダー平等への興味関心は以前よりも増えているように感じ
ます。

男女共同参画社会とは、「男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野で活躍できる社会」のことです。
誰もが働きやすく活躍できる職場、仕事と生活が両立できる環境、性別であきらめることのない夢の実現
など、今すぐに変えられるものではないかもしれませんが、次の世代にこうした社会を贈ることができる
よう、より多くの人がジェンダー平等に関心を持つことが大切です。

家庭や地域、学校や職場などで、性別による固定的な役割分担を疑問に思うことや、個性をもっと活か
せたらと思うことはありませんか。このような課題を解決するためにも、それぞれの能力や個性を活かす
ことができる地域社会をみんなで目指しましょう。

お問い合せ：政策広報課
　　　　　　℡22-2112

記載の内容は、内閣府男女共同参画局ホームページ https://www.gender.go.jp/index.html をもとに作成しました。

家族で
読んでね

										         公 務 員 合 同 説 明 会 案 内
日　　時 令和５年３月４日（土）　13:00 ～ 16:00

令和５年４月８日（土）　13:00 ～ 16:00

内　　容 13:00から各参加団体より順番に説明を実施します。
終了後、各参加団体に分かれて詳細説明や質疑応答等を実施します。

場　　所 岐阜県大垣市林町５－18　光和ビル　４階会議室
（大垣駅北口より徒歩１分）

参加団体
(予定)

・自衛隊大垣地域事務所
・岐阜県庁（３月のみ参加）
・大垣警察署

・大垣市役所（４月のみ参加）
・大垣消防組合

※１�　安全面を配慮しながら開催しますが、状況により延期および内容の変更をする場合があります。
※２　お問い合せ「自衛隊岐阜地方協力本部大垣地域事務所」　大垣市林町５-18光和ビル２階　℡0584-73-1150





窓口だより窓口だより

窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。

地　区 氏 　 名 年齢
北 方 １ 区 奥 田 友 子 73
極 楽 寺 竹 中 智 津 92
姥 坂 竹 嶋 徹 郎 86
房 島 １ 区 髙 野 吉 弘 79
房 島 ６ 区 渡　邊　智恵子 86
北 新 町 宗 宮 崇 夫 87
栄 町 磯 川 征 市 95
大 光 寺 長 柄 か よ 93
新 栄 町 田 中 　 勝 90
溝 口 田　中　みち子 93
東 瀬 古 野 原 泰 子 88
東 瀬 古 野　原　み ゑ 92
出 屋 敷 安 藤 實 雄 91
五 反 田 田 中 司 雄 98
溝 尻 四 井 重 子 81
白 樫 野 村 了 鳳 85
市 場 井 深 ア イ 95
市 場 坪 井 和 彦 64
二 ノ 宮 木 村 藤 美 82
谷 汲 大 洞 鈴　木　百合子 91
谷 汲 有 鳥 國 枝 れ い 99
春 日 川 合 川 村 源 一 90
春 日 美 束 古 田 賢 次 92
樫 原 杉 山 美 春 73
坂 内 坂 本 廣　瀬　喜久子 88

令和４年 12月届出分
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Okuyami死亡　おくやみ申し上げます婚姻　幾久しくお幸せに Marriage

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 19,544（△�30） 9,450 10,094 7,871（� 3）
揖斐川地域 14,866（△�17） 7,232 7,634 5,735 （� 9）
谷汲地域 2,716（△� 4） 1,303 1,413 1,093 （△� 4）
春日地域 754（△� 3） 360 394 408 （△� 1）
久瀬地域 734（△� 2） 339 395 347 （� 1）
藤橋地域 181（△� 2） 89 92 120 （△� 1）
坂内地域 293（△� 2） 127 166 168（△� 1）

出生 7人 /死亡 30人 /転入等 36人 /転出等 43人
〈令和 5年 1月 1日現在〉

Population人口

夫 妻

野 原 佳 希（ 中 村 ） 石 田 莉 菜（岐阜市）

下 島 佑 太（ 関 市 ） 若 山 紗 希（谷汲名礼）

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん
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れん

和 弘 恵 瑠
雇用促進住宅 ヅオン ホアン クアン ヅオン コン トウン グエン ティ ジャン
清 水 栗
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ゆ
衣
い

晃 沙 葵
北 瀬 古 増

ます
元
もと

蓮
れん

虎
と

恭 平 友 佳

上 野 藤
ふじ

原
はら

蒼
あ
絃
お

玄 宜 恵

出生　お誕生おめでとう Birth

１月31日（火）	 町（県）民税　4期分
	 国民健康保険税　9期分
	 後期高齢者医療保険料　7期分

２月28日（火）	 固定資産税　4期分
	 国民健康保険税　10期分
	 後期高齢者医療保険料　8期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニ・スマートフォンアプリでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

納期限納期限ののお知らせお知らせ

4日（土）・5日（日）
	 揖斐川町地域交流センターまつり
	 （4日は展示のみ）

12日（日）　町民参加型合唱「メサイア」演奏会

17日（金）～3月19日（日）
	 たにぐみ盆梅展

18日（土）　豊年祈願祭

26日（日）　IBIGAWAフリーマラソン

22月月のの主な行事主な行事

新型コロナウイルス感染症の影
響により、掲載行事が中止また
は延期になる場合があります。
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二十歳おめでとう
ございます！
記念撮影を行いました

▲揖斐川中② ▲揖斐川中③

▲揖斐川中①

▲北和中①▲揖斐川中④

▲谷汲中・転入者等▲北和中②


